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建
設
急
ピ
ッ
チ

　
　
　
　
織
組
加
工
部
”
卸
売
市
場

　
晩
秋
と
も
な
る
と
、
市
内
の
ア
チ

コ
チ
で
、
降
雪
前
完
成
を
目
標
に
工

事
を
急
い
で
い
る
光
景
を
目
に
し
ま

す
。
そ
の
な
か
で
ひ
と
き
わ
目
立
つ

の
が
、
十
日
町
繊
物
工
策
団
地
に
建

建
設
中
の
織
組
加
工
部

一
講
轟

　
十
日
町
市
の
死
亡
原
因

　
ト
ッ
プ
は
脳
卒
中

　
だ
れ
も
が
健
康
で
長
生
き
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
健
康

診
断
で
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
最
も
大
切
。
昭
和
四
卜
七
年
の

市
内
死
亡
原
因
別
件
数
を
ま
と
め
る

と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
お
互
い
．

に
健
康
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
脳
卒
中
百
二
卜
件
（
三
十
六
％
）
②

ガ
ン
七
十
五
件
（
二
十
、
、
砺
）
③
心
臓
…

失
患
四
士
二
件
（
十
三
％
）
④
肺
炎
・

気
管
支
炎
二
十
四
件
（
七
％
）
⑤
不
慮
、

の
事
故
十
九
件
（
六
％
）
⑥
自
殺
十
七
…

件
（
五
％
）
⑦
老
衰
士
葎
（
四
％
）
⑧
，

高
血
圧
性
失
患
八
件
（
．
一
％
）
⑨
肝
硬

変
七
件
（
二
％
）
⑩
胃
腸
炎
五
件
（
、
．
％
）

築
中
の
十
日
町
織
物
組
合
加
工
部
と

十
日
町
生
鮮
食
品
株
式
会
社
の
卸
売

市
場
。
織
物
組
合
加
工
部
は
総
工
事

費
一
億
九
千
五
百
万
円
で
最
新
式
の

染
色
廃
水
処
理
施
設
を
完
備
。
卸
売

市
場
は
十
日
町
僑
近
く
の
広
域
と
畜

場
付
近
に
総
工
事
費
二
億
二
千
四
百

五
十
万
円
で
着
工
．
秋
空
に
建
設
の

つ
ち
音
が
高
く
響
き
わ
た
っ
て
い

る
。購騨

　　　ド　　　、　　　P

売
市
場

住民登録はお済みですか
　新年度入学児童の準備をはにめました

磯乃 聖

　
昭
和
四
十
八
年
も
あ

ま
す
と
こ
ろ
あ
と
一
か

月
足
ら
ず
に
な
り
ま
し

た
。

　
市
教
育
番
員
会
と
市

内
各
小
学
校
で
は
、
そ

ろ
そ
ろ
新
年
度
小
学
校

へ
入
学
さ
れ
る
か
わ
い

い
お
子
さ
ん
た
ち
の
受

け
入
れ
準
備
を
は
じ
め
ま
し
た
。

難難擶醗戴

容
積
率
で
規
制

　
市
は
昭
和
四
十
五
年
十

二
月
に
用
途
地
域
を
指
定

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

都
市
の
秩
序
あ
る
発
展
と

生
活
環
境
の
保
護
を
重
点

に
建
築
基
準
法
と
都
市
計

画
法
が
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
、
改
正
さ
れ
た
お
も
な
点
は
建

築
物
の
高
さ
の
制
限
を
廃
止
、
こ
れ

に
か
え
て
容
積
率
（
敷
地
面
積
に
対

す
る
延
べ
面
積
の
割
含
）
で
規
制
す

　
来
年
入
学
す
る
お
子
さ
ん
は
、
昭

和
四
十
二
年
四
月
二
口
か
ら
昭
和
四

十
三
年
四
月
一
H
に
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
な
か
で
、
転
入
し
た

が
ま
だ
市
役
所
で
住
民
登
録
を
済
ま

し
て
い
な
い
方
や
住
民
登
録
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
と
別
の
場
所
に
住
ん
で

お
ら
れ
る
方
は
、
今
後
の
い
ろ
い
ろ

の
連
絡
が
届
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
正
し
い
届
け
を
し
て
く
だ

キ
・
」
い
。
な
お
、
住
民
登
録
手
続
き
は

市
役
所
正
面
玄
関
左
側
の
市
民
課
で

お
願
い
し
ま
す
。

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
市
で
は
、
昭
和
四
十

八
年
十
二
刀
末
H
を
目
標
に
つ
ぎ
の

　
コ
ド
ト
ド

ト
し

コ
　

ヨ

　
　
　

ヨ
う

率
…
玄
巳
　
　
　
　
　
　
　
　
一

積
耳

　
　
　
ド
リ
　
の

　
　
　
2
1
、
霞
R
μ
h
鮮

容
皿
話

び
一
ラ
、漁

翻
壷

犠
璽
膣
避

と
お
り
変
更
す
る
予
定
で
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

脳
本
町
六
丁
目
の
住
居
地
域
及
び
準

工
業
地
域
の
一
部
を
近
隣
商
業
地
域

に
変
更

騒
下
川
原
地
内
の
住
居
地
域
の
一
部

を
準
工
業
地
域
に
変
更

晴
れ
の
受
賞

石
坂
・
堤
の
両
氏

　
こ
の
ほ
ど
、
石
坂
正
隆
織
協
副
理

事
長
と
堤
栄
二
氏
（
堤
製
作
所
社

長
）
は
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ

つ
ぎ
の
と
お
り
受
章
し
ま
し
た
。

　
県
知
喜
表
彰
　
石
坂
正
隆
氏

　
黄
綬
褒
章
堤
栄
二
氏

　
国
税
モ
ニ
タ
ー
に

　
ご
相
談
を

　
納
税
者
と
税
務
署
を
つ
な
ぐ
パ
イ

プ
役
を
．
し
て
、
国
税
モ
ニ
タ
ー
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
税
に
つ
い
て
の
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
や
苦
情
な
ど
を
国

税
モ
ニ
タ
ー
の
方
に
集
め
て
い
た
だ

い
て
、
税
務
の
円
滑
な
運
営
を
は
か

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
十
口
町
市
で
は
、
山
内
正
豊
さ
ん

（
本
町
二
丁
目
）
に
お
ね
が
い
し
て

あ
り
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
は
こ
相

談
を
。
　
（
十
口
町
税
務
署
）

　
服
部
・
小
林
さ
ん
が
大
臣
表
彰

　
服
部
慶
円
さ
ん
と
小
林
賢
秀
さ
ん

短欝

福
島
さ
ん
に
記
念
樹

　
関
口
竹
治
郎
（
駅
通
り
）
さ
ん
は

こ
の
ほ
ど
福
島
リ
サ
ヘ
峠
）
さ
ん
の

百
歳
を
記
念
し
て
、
記
念
樹
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
よ馨

　
　
　
偽

　
　
　
一
憎
5し

働
塾

P
参
『

　
　
　
　
　
　
　
　
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
づ

へ

幽
　
　
　
　
　
σ

今≒の

冬
は
叡
計

α
都
令
b
奮

石
油
①
が
り
D
に

ラ
博
モ
照
い
ま
専
。

㊥「1【

　
　
レ遜

　
　
な
ん
か
・
…
み
じ
猷

　
感
■
供
－
背
甲
炉

　
　
　
～
こ
Φ
い
・
…

　
　
　
　
　
ぎ

翻
心

　
　
・
㌧
　
し

し
び
し
…
石
鈎
ス
み
』
つ

弱
憾
饗
夢

　
　
し
　
L
つ
：
・
．

植
樹
す
る
福
島
リ
サ
さ
ん

お
忘
れ
な
く

　
十
一
月
は
、
固
定
資
産
税

（
都
市
計
画
税
）
第
三
期
分
の

納
期
で
す
。

　
　
　
　
｝
｝
　
〃

　
　
　
ノ

δQ㌧
　
石
麹
よ
幅

　
　
・
値
上
け
9
0
”

畜
季
断
『
：

石
麹
ス
ト
ー
ゴ

む
ん
か
蕊
D

ず
．
と
姦
た
け
エ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
厚
生
・
法
務
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
越
後
田
沢
局
の
電
話

　
ダ
イ
ヤ
ル
式
に

　
十
二
月
五
H
か
ら
越
後
田
沢
局
の

電
話
が
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
な
り
、
電
話

番
号
が
全
面
的
に
か
わ
り
ま
す
。
切

り
替
え
当
日
の
午
後
二
時
頃
は
越
後

田
沢
方
面
へ
の
電
話
は
な
る
べ
く
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
　
（
十
日
町
電
報
電

話
局
）

い
る
遠
藤
義
・
Z
助
さ
ん
に
登
場
い

た
だ
き
ま
し
た

　
遠
藤
さ
ん
は
、
現
在
東
小
学
校

に
つ
と
め
て
い
ま
ず
か
、
し
、
こ
と

の
合
い
間
を
み
て
は
、
こ
ど
も
た

ち
に
指
卓
し
て
い
ま
す
．
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懸
．
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蟹
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癩

餌
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滅
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嬢
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轍
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姻

熈
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灘
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繕

　
　
　
灘

　
　
　
㈱

離
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鍵
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謹豊6蕩5
　
　
醐

で
縫

意
伽

　10月末日までの火災件数は、全国で58，794件。発生件数、死者数とも戦後
最高になりそうなぺ一ス……。最近でも熊本市のデパートで大火。死者101名、

負傷者112名など暗い記事が新聞で報道されました。
　例年寒さも一段ときびしくなるこのシーズンは、火災発生も多くなります。
みなさんの家庭でも家族ひとりひとりが火の元に注意し、恐ろしい火災を防
ぎましょう。

石
油
器
具
類
が
ト
ッ
プ

　
こ
と
し
の
市
内
の
火
驚
発
生
状
況

（
別
表
）
は
、
十
一
月
一
日
現
在
で

す
で
に
三
十
八
件
。
建
物
二
千
四
十

平
方
冒
、
山
林
そ
の
他
五
百
十
七
ア

ー
ル
な
焼
失
し
　
損
害
額
千
ヒ
自
三

十
五
万
一
千
円
に
達
し
て
い
窪
す
。

　
こ
れ
を
原
囚
別
に
み
る
と
、
別
表

の
よ
う
に
石
油
風
呂
が
ま
等
の
石
油

器
具
類
に
よ
る
も
の
が
九
件
で
ト
ッ

プ
、
続
い
て
タ
バ
コ
．
マ
ッ
チ
の
不

始
末
に
よ
る
も
の
八
件
、
焚
火
の
不

始
末
に
よ
る
も
の
四
件
で
す
。

　
ま
た
、
過
去
五
力
年
間
の
年
申
均

火
災
発
生
件
数
は
三
＋
九
件
　
損
害

額
二
千
五
百
十
三
万
四
千
円
・
な
っ

て
い
ま
す
、
こ
れ
ら
の
統
計
か
ら
み

る
と
、
火
災
予
防
に
は
、
石
油
器
具

類
や
タ
バ
コ
等
に
つ
い
て
の
ふ
だ
ん

の
注
意
が
大
切
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

原
因
別
火
災
発
生
件
数

勇豪声
　
キ

昌
、
　
　
イ

器
　
9

そ、7）耐

日件

タバ＝⊃・マ

　8低

ヰ
で別

　
み
炎
偉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

訪
7

　
ス
轡
拷

　
肋
誌
，

灘欝

欝
簸
磯
遷
繕
嚇
穫
い
方

麟
絵
溝
驚
蒲
ξ
き
纏
薫
、
紅
瀬
か

　
馨
塗
幽
費
確
㎜
認
奪
、
蒲
熟
し

　
蕪
『
難
ら
猟
奪
・
び
ゅ
．

＠
纏
勲
嫉
溝
火
彰
懇
が
、
穫
行
な

　
塗
嬢

p
㊨
透
羅
轟
灘
雛
熊
嚢
簗
雛
雛
も
の

　
灘
鍛
寮
裟
雛
。

◎
離
“
襲
　
　
鱒
、
影
灘
ン
な
お
『
か
ら

　
灘
　
譲
繊
灘
離
態
て
黛
う
。

③
饗
㎜
欝
麟
溝
厳
態
羅
か
め
で
か

　
養
餐
姦
萎

纏
簸
蕪
麟
嚢
葉
灘
糞
購
糞
攣
る

　
老
き
ぽ
農
勧
溝
叢
裳
罐
の
騰

　
鑑
難
録
饗
お
葛
誉
鐙
牒
轡
る
。

　
寝
タ
パ
コ
の
防
止

　
喫
煙
中
の
タ
バ
コ
の
温
度
は
、
約

七
百
度
と
い
わ
れ
、
非
常
に
危
険
で

す
。
日
頃
か
ら
タ
バ
コ
の
始
末
に
つ

い
て
関
心
を
も
ち
、
寝
タ
バ
コ
等
は

つ
つ
し
み
た
い
も
の
で
す
。

ハ
イ
こ
ち
ら
は
＋
日
町
地
域
消
防
署
で
す

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は

　みなさんの生命、財産を守るため川西分遣所に配

属された9人の消防士　　。
　分遣所は津南町にも建設され、9人の消防士が勤
務。若さと行動力で今後の活躍が期待される。

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
消
防
、
救
急
事
業
の
整
備
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
ご
存
知
の
よ
う
に
今
年
四

月
か
ら
消
防
救
急
事
業
は
、
本
市
と

川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
の
共
同

事
業
と
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
広
域
消
防
に
は
消
防
署
に
四
十
七

名
、
川
西
・
津
南
両
分
遣
所
に
そ
れ

ぞ
れ
九
名
、
あ
わ
せ
て
六
十
五
名
の

吏
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
機
動
力
と
し
て
消
防
ポ
ソ

プ
自
動
車
五
台
、
屈
折
は
し
ご
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
一
台
、
化
学
消
防

自
動
車
一
台
、
救
急
自
動
車
四
台
、

そ
の
他
の
消
防
用
自
動
車
三
台
が
備

え
付
け
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

　
消
防
の
し
ご
と
と
し
て
は
、
万
一

　
老
人
な
ど
の
就
寝
場
所
の
点
検

　
近
年
、
老
人
や
幼
児
な
ど
の
火
災

に
よ
る
犠
牲
が
多
数
み
ら
れ
ま
す
。

　
火
災
は
そ
れ
自
体
、
悲
惨
な
も
の

で
す
が
、
と
く
に
老
人
や
病
人
、
幼

児
の
犠
牲
は
痛
ま
し
い
も
の
で
す
。

　
各
家
庭
で
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の

就
寝
場
所
を
点
検
し
、
二
階
や
出
口

か
ら
離
れ
た
場
所
で
の
就
寝
は
避
け

る
よ
う
に
し
、
万
一
の
避
難
経
路
を

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
．

119番通報のしかた
①落着いて119番を確実にダイヤルし、

　火災発生場所をはっきりと伝える。
　特に、町名、部落名や付近に目標と
　なる建物等があったら忘れずに。
②消防隊到着まで、できる限り初期消
　火にっとめる。
③商店などの一般の赤電詰からかける
　ときは、お店の人から電話の鍵をあ
　けてもらってからダイヤルしてくだ
　さい。

菟日駐消防本部、署庁舎を着工

　このほど総工費1億6，440万円で肇
庁舎の建設をはじめました。完
成は49年10月の予定です。
　右…管理者春臼市長の代理
　　　で鍬入れする池田助役
　下…新庁舎建設現場
至小千谷　　　　　　　　　至長野．

］団「』

県
総
合

、
「
舎

火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
消
火
、
ま

た
消
火
栓
、
防
火
用
水
槽
等
の
見
ま

わ
り
や
予
防
査
察
等
を
行
な
い
、
火

災
の
未
然
防
止
を
は
か
り
、
い
ち
は

や
く
出
動
す
る
た
め
の
規
律
訓
練
や

人
命
救
助
の
た
め
の
訓
練
を
し
て
い

ま
す
．

　
そ
の
ほ
か
、
交
通
事
故
や
労
災
事

故
、
急
病
人
等
を
医
療
機
関
に
搬
送

す
る
救
急
業
務
に
も
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　
救
急
車
は
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う

　
救
急
車
は
、
こ
と
し
一
月
か
ら
十

一
月
ま
で
に
四
百
五
十
二
回
出
動
し

ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
さ
な
い
で
と
言
っ
て
救
急
車

を
要
請
す
る
人
が
み
ら
れ
ま
す
。
救

急
車
を
要
請
す
る
場
合
は
、
緊
急
に

医
療
機
関
に
搬
送
す
る
患
者
が
発
生

し
た
場
合
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
救
急
患
者
を
搬
送
す
る
場

合
、
医
療
機
関
に
対
し
て
、
受
入
れ

の
承
諾
を
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
次
の
事
項
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　
・
事
故
の
発
生
場
所
、
原
因

　
氏
名
、
年
齢
、
性
別

　
・
傷
ま
た
は
病
気
な
ど
の
程
度

（第3種郵便物認可）昭和48年12月10日
とお∬夢お（3）

市
民
ぐ
る
み
で
雪
の
克
服
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
の
道
路
除
雪
計
画

　
寒
波
の
襲
来
で
い
よ
い
よ
本
格
的

な
冬
将
軍
の
到
来
で
す
。
新
潟
地
方

気
象
台
で
は
、
今
冬
は
大
雪
の
恐
れ

十
分
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

騰灘i灘灘嚢　　　　　　　　　　　　　雛鰻

　除雪機械の整備点検をする市役所除雪隊一。

積雪状況によっては午前2時頃から出動し冬期

の道路交通を確保する。そのほか多数の民間保

有除雪機械が市民の足の確保に活躍している。

　
昭
和
4
7
年
度
決
算
認
定
な
ど

　
　
　
第
四
回
市
議
会
定
例
会
に
提
案

　
市
議
会
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月
十
三
日
開
か
れ
ま
す
。

の
定
例
市
議
会
に
提
案
、
審
議
い
た
だ
く
も
の
と
し
て
、

案
件
が
矛
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
4
7
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
決
算
認
定
。

記
念
行
事
計
画
や
、

十
日
町
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
。

部
改
正
条
例
。
十
日
町
希
、

変
更
。
48
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
で
す
。

　
十
日
町
市
、
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
は
、
去
る
十
月
一
日
、

日
町
市
と
川
西
町
が
、

し
た
も
の
で
す
が
、
明
年
四
月
一
日
か
ら
、

つ
ぎ
の

　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
制
2
0
周
年

市
民
憲
章
な
ど
の
審
議
会
を
設
置
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
立
保
育
所
の
一

　
　
　
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
規
約
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
み
を
共
同
で
収
集
処
理
す
る
た
め
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
こ
の
衛
生
施

設
組
合
で
、
し
尿
と
火
葬
の
し
ご
と
も
共
同
で
行
な
う
た
め
規
約

の
変
更
を
提
案
す
る
も
の
で
す
。

，
。
、

　
市
で
は
、
着
々
と
除
雪
体
制
を
固

め
て
い
ま
す
が
、
全
国
的
な
石
油
不

足
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
郡
市
内
で
は
特
に
除
雪
機
械

の
燃
料
（
軽
油
）
が
最
も
不
足
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
市
内
販
売
業
者

の
協
力
要
請
、
国
県
へ
の
強
力
た
働

き
か
け
な
ど
を
行
な
い
、
道
路
除
雪

に
万
全
を
期
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す

市
道
の
除
雪
は
、
市
役
所
建
設
課

十日町市除雪計画路線略図

　　　　　　　隔

の
除
雪
隊
が
あ
た
り
、
消
雪
パ
イ
プ

の
あ
る
道
路
三
千
七
百
十
四
厨
（
昨

年
よ
り
千
四
百
九
十
三
層
延
長
）
の

ほ
か
、
二
百
六
十
一
・
四
七
キ
。
材
の

除
雪
圧
雪
を
行
な
い
ま
す
。
除
雪
方

法
は
第
一
種
、
第
二
種
、
委
託
、
雪

割
除
雪
路
線
と
第
一
種
圧
雪
、
第
二

種
圧
雪
の
六
種
類
に
区
分
し
除
雪
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
豪
雪
の
場
合
、
生
活
物
資

の
輸
送
道
路
や
主
要
幹
線
道
の
除
雪

を
重
点
に
行
な
い
ま
す
。

　
市
の
除
雪
隊
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
車

や
高
速
グ
レ
ー
ダ
！
を
含
め
、
七
台

の
除
雪
機
械
を
中
心
に
積
雪
の
状
況

に
よ
っ
て
は
午
前
二
時
頃
か
ら
出
動

冬
期
の
道
路
交
通
を
確
保
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
多
数
の
民
間
保
有
除
雪

中条島　　中条上町

商
工
会
館

十日町小学校

鰭
中
2
“
頻
囲

黎
セ
多

鰹
凶
§

体育館

・一下条 国道117号線 轡
N

→水沢

適

藁

8
蝕

日

一口国県道除雪路線

■第権除雪路線

撒第2種除雪鶴

保健所

XN

逗
§
§
ミ趨後郵 十日町病院

曇、騎蔽駅娘×、 §N

盲生セ汐一 と畜場

一区域灘　　
騨

　
　
鵬鱒

　
　
冬

中粂島

群瓢

雛
羅
，

　
　
糠

艶
短

機
械
を
か
り
あ
げ
る
な
ど
強
力
な
態

勢
で
市
道
の
除
雪
に
あ
た
り
ま
す
。

　
ま
た
、
山
間
地
域
で
除
雪
の
で
き

な
い
路
線
の
機
械
圧
雪
に
力
を
入
れ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

1訂　線
八箇甲粟昂

暁
‘
矢
　
　
　

1町

線　　　上

　譲

下条い

　座
讐輿
多　線
6 曾

　
→水沢z　貿

　　　　六窟　　　　恥

冬期間臨時駐車禁止区域

欄朋日欄朋幽

”

□
国道”7号線

□畢□

　5

市
役
所

翻

警
察
署
智町線P

3
号
線

内
4
之
古

十日町駅

驚

↓
川

’日

町
病
院超後交通

変電所 ↓
城 之古

　　　ゆきつばき号で勉強
　移動消費生活センター車「ゆきつばき号」が
去る11月8日、十日町市を訪れました。
　この日は、市役所横の広場に集まられた市
民のみなさんに、バスに備え付けられた電動
パネルやVTR装置で、消費生活についての情
報を提供。．車の後部の商品テストコーナーで
は、試薬をかけると紫かっ色に変色する殺菌
料使用の生うどんなどの簡易テストを行ない
集まった人々をびっくりさせました。

か
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
、
雪
上
車
の
配

置
な
ど
に
よ
り
、
急
患
輸
送
体
制
に

万
全
を
期
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
協
力
を

路
上
駐
車
は
除
雪
の
障
害
に
な
り
ま

す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
．

　
新
潟
県
公
安
委
員
会
は
、
通
年
駐

車
禁
止
区
域
の
ほ
か
冬
期
臨
時
駐
車

禁
止
区
域
を
十
三
区
域
（
別
表
）
と

定
め
ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
除
雪
や
消
雪
を
し
た
道
路
に
雪
を

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得

ず
路
上
に
雪
を
お
ろ
す
場
合
、
路
側

へ
積
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

除
雪
後
の
各
β
出
入
口
は
各
自
で
処

理
す
る
な
ど
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

灘響饗騒

獺錨

　
国
県
道
の
除
雪
計
画
に
よ
る
と
、

五
十
八
台
の
除
雪
機
械
を
そ
れ
ぞ
れ

十
日
町
、
川
西
、
中
里
、
津
南
に
配

置
し
、
前
年
に
く
ら
ぺ
三
種
路
線
を

十
ニ
キ
・
㌶
延
長
す
る
総
延
長
百
四
十

八
キ
。
耕
を
除
雪
す
る
計
画
で
す
。



、
q
博

2とおガ詐お（第3種郵便物認可）昭和48年12月10日

謹豊6蕩5
　
　
醐

で
縫

意
伽

　10月末日までの火災件数は、全国で58，794件。発生件数、死者数とも戦後
最高になりそうなぺ一ス……。最近でも熊本市のデパートで大火。死者101名、

負傷者112名など暗い記事が新聞で報道されました。
　例年寒さも一段ときびしくなるこのシーズンは、火災発生も多くなります。
みなさんの家庭でも家族ひとりひとりが火の元に注意し、恐ろしい火災を防
ぎましょう。

石
油
器
具
類
が
ト
ッ
プ

　
こ
と
し
の
市
内
の
火
驚
発
生
状
況

（
別
表
）
は
、
十
一
月
一
日
現
在
で

す
で
に
三
十
八
件
。
建
物
二
千
四
十

平
方
冒
、
山
林
そ
の
他
五
百
十
七
ア

ー
ル
な
焼
失
し
　
損
害
額
千
ヒ
自
三

十
五
万
一
千
円
に
達
し
て
い
窪
す
。

　
こ
れ
を
原
囚
別
に
み
る
と
、
別
表

の
よ
う
に
石
油
風
呂
が
ま
等
の
石
油

器
具
類
に
よ
る
も
の
が
九
件
で
ト
ッ

プ
、
続
い
て
タ
バ
コ
．
マ
ッ
チ
の
不

始
末
に
よ
る
も
の
八
件
、
焚
火
の
不

始
末
に
よ
る
も
の
四
件
で
す
。

　
ま
た
、
過
去
五
力
年
間
の
年
申
均

火
災
発
生
件
数
は
三
＋
九
件
　
損
害

額
二
千
五
百
十
三
万
四
千
円
・
な
っ

て
い
ま
す
、
こ
れ
ら
の
統
計
か
ら
み

る
と
、
火
災
予
防
に
は
、
石
油
器
具

類
や
タ
バ
コ
等
に
つ
い
て
の
ふ
だ
ん

の
注
意
が
大
切
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

原
因
別
火
災
発
生
件
数

勇豪声
　
キ

昌
、
　
　
イ

器
　
9

そ、7）耐

日件

タバ＝⊃・マ

　8低

ヰ
で別

　
み
炎
偉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

訪
7

　
ス
轡
拷

　
肋
誌
，

灘欝

欝
簸
磯
遷
繕
嚇
穫
い
方

麟
絵
溝
驚
蒲
ξ
き
纏
薫
、
紅
瀬
か

　
馨
塗
幽
費
確
㎜
認
奪
、
蒲
熟
し

　
蕪
『
難
ら
猟
奪
・
び
ゅ
．

＠
纏
勲
嫉
溝
火
彰
懇
が
、
穫
行
な

　
塗
嬢

p
㊨
透
羅
轟
灘
雛
熊
嚢
簗
雛
雛
も
の

　
灘
鍛
寮
裟
雛
。

◎
離
“
襲
　
　
鱒
、
影
灘
ン
な
お
『
か
ら

　
灘
　
譲
繊
灘
離
態
て
黛
う
。

③
饗
㎜
欝
麟
溝
厳
態
羅
か
め
で
か

　
養
餐
姦
萎

纏
簸
蕪
麟
嚢
葉
灘
糞
購
糞
攣
る

　
老
き
ぽ
農
勧
溝
叢
裳
罐
の
騰

　
鑑
難
録
饗
お
葛
誉
鐙
牒
轡
る
。

　
寝
タ
パ
コ
の
防
止

　
喫
煙
中
の
タ
バ
コ
の
温
度
は
、
約

七
百
度
と
い
わ
れ
、
非
常
に
危
険
で

す
。
日
頃
か
ら
タ
バ
コ
の
始
末
に
つ

い
て
関
心
を
も
ち
、
寝
タ
バ
コ
等
は

つ
つ
し
み
た
い
も
の
で
す
。

ハ
イ
こ
ち
ら
は
＋
日
町
地
域
消
防
署
で
す

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は

　みなさんの生命、財産を守るため川西分遣所に配

属された9人の消防士　　。
　分遣所は津南町にも建設され、9人の消防士が勤
務。若さと行動力で今後の活躍が期待される。

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
消
防
、
救
急
事
業
の
整
備
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
ご
存
知
の
よ
う
に
今
年
四

月
か
ら
消
防
救
急
事
業
は
、
本
市
と

川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
の
共
同

事
業
と
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
広
域
消
防
に
は
消
防
署
に
四
十
七

名
、
川
西
・
津
南
両
分
遣
所
に
そ
れ

ぞ
れ
九
名
、
あ
わ
せ
て
六
十
五
名
の

吏
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
機
動
力
と
し
て
消
防
ポ
ソ

プ
自
動
車
五
台
、
屈
折
は
し
ご
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
一
台
、
化
学
消
防

自
動
車
一
台
、
救
急
自
動
車
四
台
、

そ
の
他
の
消
防
用
自
動
車
三
台
が
備

え
付
け
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。

　
消
防
の
し
ご
と
と
し
て
は
、
万
一

　
老
人
な
ど
の
就
寝
場
所
の
点
検

　
近
年
、
老
人
や
幼
児
な
ど
の
火
災

に
よ
る
犠
牲
が
多
数
み
ら
れ
ま
す
。

　
火
災
は
そ
れ
自
体
、
悲
惨
な
も
の

で
す
が
、
と
く
に
老
人
や
病
人
、
幼

児
の
犠
牲
は
痛
ま
し
い
も
の
で
す
。

　
各
家
庭
で
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の

就
寝
場
所
を
点
検
し
、
二
階
や
出
口

か
ら
離
れ
た
場
所
で
の
就
寝
は
避
け

る
よ
う
に
し
、
万
一
の
避
難
経
路
を

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
．

119番通報のしかた
①落着いて119番を確実にダイヤルし、

　火災発生場所をはっきりと伝える。
　特に、町名、部落名や付近に目標と
　なる建物等があったら忘れずに。
②消防隊到着まで、できる限り初期消
　火にっとめる。
③商店などの一般の赤電詰からかける
　ときは、お店の人から電話の鍵をあ
　けてもらってからダイヤルしてくだ
　さい。

菟日駐消防本部、署庁舎を着工

　このほど総工費1億6，440万円で肇
庁舎の建設をはじめました。完
成は49年10月の予定です。
　右…管理者春臼市長の代理
　　　で鍬入れする池田助役
　下…新庁舎建設現場
至小千谷　　　　　　　　　至長野．

］団「』

県
総
合

、
「
舎

火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
消
火
、
ま

た
消
火
栓
、
防
火
用
水
槽
等
の
見
ま

わ
り
や
予
防
査
察
等
を
行
な
い
、
火

災
の
未
然
防
止
を
は
か
り
、
い
ち
は

や
く
出
動
す
る
た
め
の
規
律
訓
練
や

人
命
救
助
の
た
め
の
訓
練
を
し
て
い

ま
す
．

　
そ
の
ほ
か
、
交
通
事
故
や
労
災
事

故
、
急
病
人
等
を
医
療
機
関
に
搬
送

す
る
救
急
業
務
に
も
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　
救
急
車
は
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う

　
救
急
車
は
、
こ
と
し
一
月
か
ら
十

一
月
ま
で
に
四
百
五
十
二
回
出
動
し

ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
さ
な
い
で
と
言
っ
て
救
急
車

を
要
請
す
る
人
が
み
ら
れ
ま
す
。
救

急
車
を
要
請
す
る
場
合
は
、
緊
急
に

医
療
機
関
に
搬
送
す
る
患
者
が
発
生

し
た
場
合
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
救
急
患
者
を
搬
送
す
る
場

合
、
医
療
機
関
に
対
し
て
、
受
入
れ

の
承
諾
を
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
次
の
事
項
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　
・
事
故
の
発
生
場
所
、
原
因

　
氏
名
、
年
齢
、
性
別

　
・
傷
ま
た
は
病
気
な
ど
の
程
度

（第3種郵便物認可）昭和48年12月10日
とお∬夢お（3）

市
民
ぐ
る
み
で
雪
の
克
服
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
の
道
路
除
雪
計
画

　
寒
波
の
襲
来
で
い
よ
い
よ
本
格
的

な
冬
将
軍
の
到
来
で
す
。
新
潟
地
方

気
象
台
で
は
、
今
冬
は
大
雪
の
恐
れ

十
分
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

騰灘i灘灘嚢　　　　　　　　　　　　　雛鰻

　除雪機械の整備点検をする市役所除雪隊一。

積雪状況によっては午前2時頃から出動し冬期

の道路交通を確保する。そのほか多数の民間保

有除雪機械が市民の足の確保に活躍している。

　
昭
和
4
7
年
度
決
算
認
定
な
ど

　
　
　
第
四
回
市
議
会
定
例
会
に
提
案

　
市
議
会
第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月
十
三
日
開
か
れ
ま
す
。

の
定
例
市
議
会
に
提
案
、
審
議
い
た
だ
く
も
の
と
し
て
、

案
件
が
矛
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
4
7
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
決
算
認
定
。

記
念
行
事
計
画
や
、

十
日
町
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
。

部
改
正
条
例
。
十
日
町
希
、

変
更
。
48
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
で
す
。

　
十
日
町
市
、
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
は
、
去
る
十
月
一
日
、

日
町
市
と
川
西
町
が
、

し
た
も
の
で
す
が
、
明
年
四
月
一
日
か
ら
、

つ
ぎ
の

　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
制
2
0
周
年

市
民
憲
章
な
ど
の
審
議
会
を
設
置
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
立
保
育
所
の
一

　
　
　
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
規
約
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
み
を
共
同
で
収
集
処
理
す
る
た
め
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
こ
の
衛
生
施

設
組
合
で
、
し
尿
と
火
葬
の
し
ご
と
も
共
同
で
行
な
う
た
め
規
約

の
変
更
を
提
案
す
る
も
の
で
す
。

，
。
、

　
市
で
は
、
着
々
と
除
雪
体
制
を
固

め
て
い
ま
す
が
、
全
国
的
な
石
油
不

足
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
郡
市
内
で
は
特
に
除
雪
機
械

の
燃
料
（
軽
油
）
が
最
も
不
足
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
市
内
販
売
業
者

の
協
力
要
請
、
国
県
へ
の
強
力
た
働

き
か
け
な
ど
を
行
な
い
、
道
路
除
雪

に
万
全
を
期
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す

市
道
の
除
雪
は
、
市
役
所
建
設
課

十日町市除雪計画路線略図

　　　　　　　隔

の
除
雪
隊
が
あ
た
り
、
消
雪
パ
イ
プ

の
あ
る
道
路
三
千
七
百
十
四
厨
（
昨

年
よ
り
千
四
百
九
十
三
層
延
長
）
の

ほ
か
、
二
百
六
十
一
・
四
七
キ
。
材
の

除
雪
圧
雪
を
行
な
い
ま
す
。
除
雪
方

法
は
第
一
種
、
第
二
種
、
委
託
、
雪

割
除
雪
路
線
と
第
一
種
圧
雪
、
第
二

種
圧
雪
の
六
種
類
に
区
分
し
除
雪
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
豪
雪
の
場
合
、
生
活
物
資

の
輸
送
道
路
や
主
要
幹
線
道
の
除
雪

を
重
点
に
行
な
い
ま
す
。

　
市
の
除
雪
隊
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
車

や
高
速
グ
レ
ー
ダ
！
を
含
め
、
七
台

の
除
雪
機
械
を
中
心
に
積
雪
の
状
況

に
よ
っ
て
は
午
前
二
時
頃
か
ら
出
動

冬
期
の
道
路
交
通
を
確
保
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
多
数
の
民
間
保
有
除
雪

中条島　　中条上町

商
工
会
館

十日町小学校

鰭
中
2
“
頻
囲

黎
セ
多

鰹
凶
§

体育館

・一下条 国道117号線 轡
N

→水沢

適

藁

8
蝕

日

一口国県道除雪路線

■第権除雪路線

撒第2種除雪鶴

保健所

XN

逗
§
§
ミ趨後郵 十日町病院

曇、騎蔽駅娘×、 §N

盲生セ汐一 と畜場

一区域灘　　
騨

　
　
鵬鱒

　
　
冬

中粂島

群瓢

雛
羅
，

　
　
糠

艶
短

機
械
を
か
り
あ
げ
る
な
ど
強
力
な
態

勢
で
市
道
の
除
雪
に
あ
た
り
ま
す
。

　
ま
た
、
山
間
地
域
で
除
雪
の
で
き

な
い
路
線
の
機
械
圧
雪
に
力
を
入
れ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

1訂　線
八箇甲粟昂

暁
‘
矢
　
　
　

1町

線　　　上

　譲

下条い

　座
讐輿
多　線
6 曾

　
→水沢z　貿

　　　　六窟　　　　恥

冬期間臨時駐車禁止区域

欄朋日欄朋幽

”

□
国道”7号線

□畢□

　5

市
役
所

翻

警
察
署
智町線P

3
号
線

内
4
之
古

十日町駅

驚

↓
川

’日

町
病
院超後交通

変電所 ↓
城 之古

　　　ゆきつばき号で勉強
　移動消費生活センター車「ゆきつばき号」が
去る11月8日、十日町市を訪れました。
　この日は、市役所横の広場に集まられた市
民のみなさんに、バスに備え付けられた電動
パネルやVTR装置で、消費生活についての情
報を提供。．車の後部の商品テストコーナーで
は、試薬をかけると紫かっ色に変色する殺菌
料使用の生うどんなどの簡易テストを行ない
集まった人々をびっくりさせました。

か
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
、
雪
上
車
の
配

置
な
ど
に
よ
り
、
急
患
輸
送
体
制
に

万
全
を
期
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
協
力
を

路
上
駐
車
は
除
雪
の
障
害
に
な
り
ま

す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
．

　
新
潟
県
公
安
委
員
会
は
、
通
年
駐

車
禁
止
区
域
の
ほ
か
冬
期
臨
時
駐
車

禁
止
区
域
を
十
三
区
域
（
別
表
）
と

定
め
ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
除
雪
や
消
雪
を
し
た
道
路
に
雪
を

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得

ず
路
上
に
雪
を
お
ろ
す
場
合
、
路
側

へ
積
み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

除
雪
後
の
各
β
出
入
口
は
各
自
で
処

理
す
る
な
ど
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

灘響饗騒

獺錨

　
国
県
道
の
除
雪
計
画
に
よ
る
と
、

五
十
八
台
の
除
雪
機
械
を
そ
れ
ぞ
れ

十
日
町
、
川
西
、
中
里
、
津
南
に
配

置
し
、
前
年
に
く
ら
ぺ
三
種
路
線
を

十
ニ
キ
・
㌶
延
長
す
る
総
延
長
百
四
十

八
キ
。
耕
を
除
雪
す
る
計
画
で
す
。



内
q
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“
安
心
で
き
る
老
後
を
”
こ
れ
は
誰
れ
も
が
持
つ
願
い

で
す
。
こ
の
願
い
を
実
現
す
る
の
が
年
金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
所
得
保
障
と
し
て
の
本
来
の
目
的
の

ほ
か
に
、
市
町
村
に
積
立
金
に
よ
る
特
別
融
資
が
行
な

わ
れ
、
地
域
の
福
祉
施
設
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
国
民
年
金
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
ま
し
た
。

管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　護　　　　　　　　　　　　　　姜　　　　　　　　　　　　そ

ζ瀟
◎
国年マーク

国民年金の国の字を
マルに、年の字を大
きく育つこ年金び♪樹｝

になぞ一）たマーケで
す。

騨

　
医
療
の
進
歩
と
生
活
環
境
の
改
善

で
、
わ
た
し
た
ち
の
寿
命
は
驚
く
ほ

ど
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
の
寿
命
が
伸

び
る
と
い
う
こ
と
は
、
収
入
の
道
を

絶
た
れ
た
後
の
生
活
期
間
が
長
く
な

る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
誰
れ
し
も
年
を
と
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
老
後
の
生

活
を
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
わ

け
で
す
。
ま
た
、
家
族
制
度
が
く
ず

れ
、
世
帯
の
核
家
族
化
が
進
む
に
つ

れ
、
若
い
人
の
老
人
を
扶
養
す
る
意

識
の
低
下
現
象
を
は
じ
め
、
こ
の
ほ

か
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
不
慮
の
事

故
で
ケ
ガ
を
し
た
り
、
夫
を
亡
く
し

た
り
す
る
不
幸
も
め
ず
ら
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
不
安
に
そ
な
え

国
と
国
民
が
協
力
し
て
、
神
会
全
体

．
．
灘
、
講

鼎　
　
　
　
の
　
　
ミ
チ

　
　
　
燃
環
メ
”
　
ー

．
響
驚
灘

・
難
蕊
難
禽

繋
懸

の
力
で
老
後
の
生
活
を
守
ろ
う
と
し

て
で
き
た
の
が
、
国
民
年
金
制
度
で

す
。
当
市
の
加
入
者
は
別
表
一
の
と

お
り
、
任
意
加
入
者
を
含
め
る
と
一

万
四
千
七
百
五
十
九
人
に
達
し
て
い

ま
す
。
こ
の
国
民
年
金
制
度
は
、
こ

の
ほ
ど
大
幅
改
正
が
行
な
わ
れ
、
年

金
額
の
増
額
、
五
年
年
金
の
再
開
な

ど
の
ほ
か
、
新
し
く
〃
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
〃
の
配
慮
や
い
ま
ま
で
年
金
制

度
か
ら
は
ず
れ
て
い
た
“
年
金
の

谷
間
の
老
人
〃
に
特
別
給
付
金
の
支

給
、
福
祉
年
金
の
支
給
制
限
緩
和
な

ど
新
し
い
措
置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

拠
幾
灘
懇
齢
第
釜

「
巨
二
●
五
倍
に
引
ぎ
上
げ

　
昭
和
四
十
六
年
か
ら
支
給
さ
れ
て

い
る
十
年
年
金
は
（
普
通
は
加
入
期

間
二
十
五
年
以
上
で
年
金
を
受
け
ら

れ
る
が
、
特
例
と
し
て
加
入
期
間
十

年
で
年
金
を
受
け
る
場
合
）
昭
和
四

十
九
年
一
月
か
ら
月
額
五
千
円
を
一

挙
に
一
万
二
千
五
百
円
と
二
・
五
倍

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

十
年
年
金
は
今
回
の
改
正
で
大
幅
に

国民年金は、やすらかなあなたの老後をささえ、病気やケガで働けなくなっ
たときなどには、さっそく8つの年金給付であなたの暮しを守ります 一・。

夫婦そろって年金を受けている飯塚茂平治さん夫妻（田中町本通り）も年金

のありがたさを語ってくれました……。

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
導
入

　
年
金
額
は
将
来
の
牛
活
を
保
障
す

る
も
の
で
、
生
活
に
役
立
つ
も
の
で

な
く
で
は
な
り
ま
せ
ん
。
従
来
は
政

策
ス
ラ
イ
ド
と
い
っ
て
四
～
五
年
に

一
度
生
活
水
薩
に
あ
っ
た
形
呑
．
年
金

額
を
引
き
ト
げ
て
い
ま
し
た
、
今
回

の
改
正
で
新
た
に
物
価
ス
ラ
イ
ド
制

を
導
入
し
、
物
価
が
年
κ
督
以
上
変

動
す
る
と
自
動
的
に
年
金
額
が
改
定

さ
れ
る
仕
組
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
レ
に
も
強

い
年
金
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

給
封
の
敵
薯
寳

　
　
保
、
険
糠
壱
改
定

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
明

国民年金受給金額調べ
　　　　　　　148年3月現在

夫婦5万円年金とは
　現在さかんに夫婦で月5万円年金の実

現などといわれていますが、その意味を

説明しましょう。

　国民年金の拠出制老齢年金は、定額計

算といわれる算式によって計算されます。

（800円×保険料を納めた月数）＋（800円

×保険料を免除された月数×％）となり、

例えば25年間保険料をキチント納めた人

の年金額は800円×300月一240，000円と

なり、月額2万円になります。これに附

加保険料を納めた場合は、200円×300月

一60，000円となり、月5，000円というこ’と

になります。

　つまり夫婦そろって、この二つの保険

料を納めると、夫婦で月額50，000円とな

るわけです。

治
四
十
四
年
四
目
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
十
年
年
金
に
加
入
し
な

か
っ
た
人
は
、
昭
和
四
十
五
年
六
月

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
再
度
五
年
年
金
に
加

入
す
る
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
昭
柚
五
十
年
支
給
予
定
の
五

年
年
金
は
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
月

額
二
千
五
百
円
か
ら
八
千
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
加
入
の
申
し
出
期
間
は
、
昭
和
四

十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
加
入
を
希
望
す
る
方
は
、
こ
の
機

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
昭
和
四
卜

九
年
一
月
か
ら
月
額
五
百
五
テ
円
を

月
額
九
．
白
円
（
一
・
六
倍
）
に
引
ぎ

L
げ
ら
れ
ま
ナ
。

　
ま
た
、
よ
り
多
い
年
金
を
受
け
る

た
め
に
L
乗
せ
し
で
納
め
る
附
加
年

金
保
険
料
（
従
来
の
所
得
比
例
保
険

料
）
は
月
額
、
百
五
十
円
か
ら
四
百

老年年金
2，788万円

　　　拠出制
障害年金　‘，810万円

768万円

　　母子年金
　　　1，196万円

そ
σ
他
5
8
万
円

障
害
福
祉
年
金

　
　
　
　
1
、
3
9
9
万
円

儲金昌

膨
老齢福祉年金
9，591万円一

母
子
年
金
　
6
4
万
円

年
金
は
お
金
の
な
る
木
で
す

会
に
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
窓

口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
こ
ん
な

有
利
な
国
民
年
金
で
明
る
い
く
ら
し

の
土
台
を
築
い
て
欲
し
い
も
の
で
す

中島音政さん
　（新座第三）

醐
燵
集
金
を
つ
づ
け
て
十
二
年

　
中
島
さ
ん
は
国
民
年
金
が
発
足

し
た
昭
和
三
十
六
年
か
ら
十
二
年

間
、
新
座
第
二
、
三
、
四
部
落
約
二
百

五
十
人
の
国
民
年
金
保
険
料
の
集

金
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
「
当
初
は
、
国
民
年
金
制
度
の
内

容
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
せ
い

か
、
集
金
に
も
困
難
な
問
題
が
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
年
金
に

関
心
を
持
つ
人
が
増
え
、
集
金
も

割
合
楽
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
こ
の
中
島
さ
ん
に

社
会
保
険
庁
長
官
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ひ
と
足
早
い
お
年
玉
で
す
…
。

み
ん
な
で
大
き
く
育
て
ま
し
ょ
う

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
年
金
額
を
大
幅
に
増
額
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
保
険
料
を
据
え
置
い
イ
年
金
額
だ

け
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
年
金

雛
雛
離
鐡
、

制
限
の
緩
和
と

曹
．
二
『
三
1
も
●
．
茎
マ
；
ζ
9
．
．
雪
．
・
・
』
ζ
、
ひ
一
．
．
．
二
ξ
．
曾
9
爾
一
騨
．
．
．
．
．
一
．
．
曹
．
．
一
電
．
9
．

　
無
拠
出
制
の
福
祉
年
金
も
今
年
十

月
分
か
ら
大
幅
に
ひ
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
．
別
表
二
の
よ
う
に
七
十
歳
以

拠
出
制
年
金
と

　
　
　
　
　
無
拠
出
制
年
金

　
国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
て
受
け
る
拠
出

制
の
年
金
と
、
無
拠
出
制
の
福
祉
年
金
が
あ
り

ま
す
。
無
拠
出
制
の
福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金
制

度
が
始
ま
っ
た
と
き
す
で
に
高
年
令
に
達
し
て
い

た
人
、
身
体
障
害
で
あ
っ
た
人
、
夫
を
な
く
し
た

母
子
世
帯
の
人
た
ち
な
ど
国
が
年
金
額
を
全
額
負

担
す
る
年
金
で
す
。

財
政
上
無
理
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
老
後
に
役

立
つ
年
金
に
す
る
た
め
の
投
資
で
す

　
み
ん
な
で
頼
り
が
え
の
あ
る
年
金

に
育
て
ま
し
ょ
う
。

鱒
輝

1を

1拡

伏

乙
一
●
馬
・
一上

に
支
給
さ
れ
る
老
齢
福
祉
年
金
は

月
額
五
千
円
に
。
障
害
者
福
祉
年
金

は
月
額
七
千
五
百
円
（
一
級
）
。
新

別表二繍纈懇隷鰯縷欝雛

項　　　目 改　　正　　後

拠
　
出
年
金
（
改
正
の
時
期
　
49
・
1
）

老　齢　年　金 8・・円礪騰納×免除月数叫

10年年　金

（響慰糠）

上記の算式に次の算式を加算
1300円×（300月一加入月数減
x促険料を納めた月数＋免除月数×去

加入、月　数

5　年　年　金 96，000円（月8，000円）

通算老齢年金

老齢年金の算式と同じ。ただし明治44．

4．1以前に生まれ任意加入した人は

「800円」が「1，200円」となる。

障　害　年　金
2級240，000円（月20，000円）

1級300，000円（月25，000円）

翻年金
240，000円（月20，000円）

（難淑綱罐麗禰）

死亡一時金 17，00〔）円～52，000円

福
祉
年
金
（
4
8

老　齢　福　祉 60，000円（月5，000円）

障　害　福　祉
2級6（L　OOO円（月5，000円）鷺嚢蓼翠

1級90，0σOPj（月7，500円〉　定める・

鞠季福祉 78，000円（月6，500円）

10

た
だ
し
所
得
制
限
は
48
・
5
）

老齢特別給付金 48，000円（月4，000円）

所
得
制
限

本
人

老　齢
障　害

1扶養親族0人）所得43万円

母　子
準母子

（扶養親族5人）収入198万円

配　偶　者’
扶養義務者

（扶養親族5人）収入555万円

普通恩給 限度額　　　　10万円

戦争公務 大尉以下全額支給

た
に
月
額
五
千
円
（
二
級
）
を
新
設

　
母
子
福
祉
年
金
と
準
母
子
福
祉
年

金
は
月
額
六
千
五
百
円
に
な
り
ま
す

　
こ
れ
ら
の
年
金
は
支
給
に
い
ろ
い

ろ
な
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
今
回
の

改
正
で
制
限
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
年
金
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．

恩
給
等
の
併
給
の
緩
和

　
普
通
扶
助
料
の
併
給
限
度
額
が
六

万
円
か
ら
十
万
円
に
緩
和
。
ま
た
戦

争
公
務
の
公
的
年
金
併
給
限
度
額
が

大
尉
ま
で
全
額
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
積
立
金
の

還
元
融
資

　
積
立
金
は
将
来
年
金
と
し
て

使
わ
れ
る
ま
で
の
間
、
国
が
貴

任
を
も
っ
て
有
利
に
運
用
し
、

そ
の
一
部
は
加
入
者
の
た
め
に

有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
市
関
係
で
こ
の
融
資
を
受

け
て
つ
く
ら
れ
た
建
物
は
市
民

体
育
館
、
市
民
会
館
、
下
条
保

育
所
、
老
人
い
こ
い
の
家
「
四

ツ
宮
荘
」
総
合
福
祉
セ
ン
タ
：

「
御
陣
荘
」
な
ど
で
す
。
そ
の
ほ

か
今
年
度
は
．
西
保
育
所
、
飛
二

地
区
簡
易
水
道
が
年
金
融
資
を

う
け
て
つ
く
ら
れ
る
予
定
で
す
。



内
q
博

4）盈6ガ夢二（第3種郵便物認可）昭和48年量2月10日第3種郵便物認可）昭和48年12月10日とおガ夢3’5）

　
“
安
心
で
き
る
老
後
を
”
こ
れ
は
誰
れ
も
が
持
つ
願
い

で
す
。
こ
の
願
い
を
実
現
す
る
の
が
年
金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
所
得
保
障
と
し
て
の
本
来
の
目
的
の

ほ
か
に
、
市
町
村
に
積
立
金
に
よ
る
特
別
融
資
が
行
な

わ
れ
、
地
域
の
福
祉
施
設
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
国
民
年
金
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
ま
し
た
。

管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、マ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　護　　　　　　　　　　　　　　姜　　　　　　　　　　　　そ

ζ瀟
◎
国年マーク

国民年金の国の字を
マルに、年の字を大
きく育つこ年金び♪樹｝

になぞ一）たマーケで
す。

騨

　
医
療
の
進
歩
と
生
活
環
境
の
改
善

で
、
わ
た
し
た
ち
の
寿
命
は
驚
く
ほ

ど
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
の
寿
命
が
伸

び
る
と
い
う
こ
と
は
、
収
入
の
道
を

絶
た
れ
た
後
の
生
活
期
間
が
長
く
な

る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
誰
れ
し
も
年
を
と
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
老
後
の
生

活
を
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
わ

け
で
す
。
ま
た
、
家
族
制
度
が
く
ず

れ
、
世
帯
の
核
家
族
化
が
進
む
に
つ

れ
、
若
い
人
の
老
人
を
扶
養
す
る
意

識
の
低
下
現
象
を
は
じ
め
、
こ
の
ほ

か
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
不
慮
の
事

故
で
ケ
ガ
を
し
た
り
、
夫
を
亡
く
し

た
り
す
る
不
幸
も
め
ず
ら
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
不
安
に
そ
な
え

国
と
国
民
が
協
力
し
て
、
神
会
全
体

．
．
灘
、
講

鼎　
　
　
　
の
　
　
ミ
チ

　
　
　
燃
環
メ
”
　
ー

．
響
驚
灘

・
難
蕊
難
禽

繋
懸

の
力
で
老
後
の
生
活
を
守
ろ
う
と
し

て
で
き
た
の
が
、
国
民
年
金
制
度
で

す
。
当
市
の
加
入
者
は
別
表
一
の
と

お
り
、
任
意
加
入
者
を
含
め
る
と
一

万
四
千
七
百
五
十
九
人
に
達
し
て
い

ま
す
。
こ
の
国
民
年
金
制
度
は
、
こ

の
ほ
ど
大
幅
改
正
が
行
な
わ
れ
、
年

金
額
の
増
額
、
五
年
年
金
の
再
開
な

ど
の
ほ
か
、
新
し
く
〃
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
〃
の
配
慮
や
い
ま
ま
で
年
金
制

度
か
ら
は
ず
れ
て
い
た
“
年
金
の

谷
間
の
老
人
〃
に
特
別
給
付
金
の
支

給
、
福
祉
年
金
の
支
給
制
限
緩
和
な

ど
新
し
い
措
置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

拠
幾
灘
懇
齢
第
釜

「
巨
二
●
五
倍
に
引
ぎ
上
げ

　
昭
和
四
十
六
年
か
ら
支
給
さ
れ
て

い
る
十
年
年
金
は
（
普
通
は
加
入
期

間
二
十
五
年
以
上
で
年
金
を
受
け
ら

れ
る
が
、
特
例
と
し
て
加
入
期
間
十

年
で
年
金
を
受
け
る
場
合
）
昭
和
四

十
九
年
一
月
か
ら
月
額
五
千
円
を
一

挙
に
一
万
二
千
五
百
円
と
二
・
五
倍

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

十
年
年
金
は
今
回
の
改
正
で
大
幅
に

国民年金は、やすらかなあなたの老後をささえ、病気やケガで働けなくなっ
たときなどには、さっそく8つの年金給付であなたの暮しを守ります 一・。

夫婦そろって年金を受けている飯塚茂平治さん夫妻（田中町本通り）も年金

のありがたさを語ってくれました……。

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
導
入

　
年
金
額
は
将
来
の
牛
活
を
保
障
す

る
も
の
で
、
生
活
に
役
立
つ
も
の
で

な
く
で
は
な
り
ま
せ
ん
。
従
来
は
政

策
ス
ラ
イ
ド
と
い
っ
て
四
～
五
年
に

一
度
生
活
水
薩
に
あ
っ
た
形
呑
．
年
金

額
を
引
き
ト
げ
て
い
ま
し
た
、
今
回

の
改
正
で
新
た
に
物
価
ス
ラ
イ
ド
制

を
導
入
し
、
物
価
が
年
κ
督
以
上
変

動
す
る
と
自
動
的
に
年
金
額
が
改
定

さ
れ
る
仕
組
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
レ
に
も
強

い
年
金
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

給
封
の
敵
薯
寳

　
　
保
、
険
糠
壱
改
定

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
明

国民年金受給金額調べ
　　　　　　　148年3月現在

夫婦5万円年金とは
　現在さかんに夫婦で月5万円年金の実

現などといわれていますが、その意味を

説明しましょう。

　国民年金の拠出制老齢年金は、定額計

算といわれる算式によって計算されます。

（800円×保険料を納めた月数）＋（800円

×保険料を免除された月数×％）となり、

例えば25年間保険料をキチント納めた人

の年金額は800円×300月一240，000円と

なり、月額2万円になります。これに附

加保険料を納めた場合は、200円×300月

一60，000円となり、月5，000円というこ’と

になります。

　つまり夫婦そろって、この二つの保険

料を納めると、夫婦で月額50，000円とな

るわけです。

治
四
十
四
年
四
目
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
十
年
年
金
に
加
入
し
な

か
っ
た
人
は
、
昭
和
四
十
五
年
六
月

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
再
度
五
年
年
金
に
加

入
す
る
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
昭
柚
五
十
年
支
給
予
定
の
五

年
年
金
は
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
月

額
二
千
五
百
円
か
ら
八
千
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
加
入
の
申
し
出
期
間
は
、
昭
和
四

十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
加
入
を
希
望
す
る
方
は
、
こ
の
機

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
昭
和
四
卜

九
年
一
月
か
ら
月
額
五
百
五
テ
円
を

月
額
九
．
白
円
（
一
・
六
倍
）
に
引
ぎ

L
げ
ら
れ
ま
ナ
。

　
ま
た
、
よ
り
多
い
年
金
を
受
け
る

た
め
に
L
乗
せ
し
で
納
め
る
附
加
年

金
保
険
料
（
従
来
の
所
得
比
例
保
険

料
）
は
月
額
、
百
五
十
円
か
ら
四
百

老年年金
2，788万円

　　　拠出制
障害年金　‘，810万円

768万円

　　母子年金
　　　1，196万円

そ
σ
他
5
8
万
円

障
害
福
祉
年
金

　
　
　
　
1
、
3
9
9
万
円

儲金昌

膨
老齢福祉年金
9，591万円一

母
子
年
金
　
6
4
万
円

年
金
は
お
金
の
な
る
木
で
す

会
に
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
窓

口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
こ
ん
な

有
利
な
国
民
年
金
で
明
る
い
く
ら
し

の
土
台
を
築
い
て
欲
し
い
も
の
で
す

中島音政さん
　（新座第三）

醐
燵
集
金
を
つ
づ
け
て
十
二
年

　
中
島
さ
ん
は
国
民
年
金
が
発
足

し
た
昭
和
三
十
六
年
か
ら
十
二
年

間
、
新
座
第
二
、
三
、
四
部
落
約
二
百

五
十
人
の
国
民
年
金
保
険
料
の
集

金
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
「
当
初
は
、
国
民
年
金
制
度
の
内

容
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
せ
い

か
、
集
金
に
も
困
難
な
問
題
が
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
年
金
に

関
心
を
持
つ
人
が
増
え
、
集
金
も

割
合
楽
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
こ
の
中
島
さ
ん
に

社
会
保
険
庁
長
官
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ひ
と
足
早
い
お
年
玉
で
す
…
。

み
ん
な
で
大
き
く
育
て
ま
し
ょ
う

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
年
金
額
を
大
幅
に
増
額
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
保
険
料
を
据
え
置
い
イ
年
金
額
だ

け
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
年
金

雛
雛
離
鐡
、

制
限
の
緩
和
と

曹
．
二
『
三
1
も
●
．
茎
マ
；
ζ
9
．
．
雪
．
・
・
』
ζ
、
ひ
一
．
．
．
二
ξ
．
曾
9
爾
一
騨
．
．
．
．
．
一
．
．
曹
．
．
一
電
．
9
．

　
無
拠
出
制
の
福
祉
年
金
も
今
年
十

月
分
か
ら
大
幅
に
ひ
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
．
別
表
二
の
よ
う
に
七
十
歳
以

拠
出
制
年
金
と

　
　
　
　
　
無
拠
出
制
年
金

　
国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
て
受
け
る
拠
出

制
の
年
金
と
、
無
拠
出
制
の
福
祉
年
金
が
あ
り

ま
す
。
無
拠
出
制
の
福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金
制

度
が
始
ま
っ
た
と
き
す
で
に
高
年
令
に
達
し
て
い

た
人
、
身
体
障
害
で
あ
っ
た
人
、
夫
を
な
く
し
た

母
子
世
帯
の
人
た
ち
な
ど
国
が
年
金
額
を
全
額
負

担
す
る
年
金
で
す
。

財
政
上
無
理
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
老
後
に
役

立
つ
年
金
に
す
る
た
め
の
投
資
で
す

　
み
ん
な
で
頼
り
が
え
の
あ
る
年
金

に
育
て
ま
し
ょ
う
。

鱒
輝

1を

1拡

伏

乙
一
●
馬
・
一上

に
支
給
さ
れ
る
老
齢
福
祉
年
金
は

月
額
五
千
円
に
。
障
害
者
福
祉
年
金

は
月
額
七
千
五
百
円
（
一
級
）
。
新

別表二繍纈懇隷鰯縷欝雛

項　　　目 改　　正　　後

拠
　
出
年
金
（
改
正
の
時
期
　
49
・
1
）

老　齢　年　金 8・・円礪騰納×免除月数叫

10年年　金

（響慰糠）

上記の算式に次の算式を加算
1300円×（300月一加入月数減
x促険料を納めた月数＋免除月数×去

加入、月　数

5　年　年　金 96，000円（月8，000円）

通算老齢年金

老齢年金の算式と同じ。ただし明治44．

4．1以前に生まれ任意加入した人は

「800円」が「1，200円」となる。

障　害　年　金
2級240，000円（月20，000円）

1級300，000円（月25，000円）

翻年金
240，000円（月20，000円）

（難淑綱罐麗禰）

死亡一時金 17，00〔）円～52，000円

福
祉
年
金
（
4
8

老　齢　福　祉 60，000円（月5，000円）

障　害　福　祉
2級6（L　OOO円（月5，000円）鷺嚢蓼翠

1級90，0σOPj（月7，500円〉　定める・

鞠季福祉 78，000円（月6，500円）

10

た
だ
し
所
得
制
限
は
48
・
5
）

老齢特別給付金 48，000円（月4，000円）

所
得
制
限

本
人

老　齢
障　害

1扶養親族0人）所得43万円

母　子
準母子

（扶養親族5人）収入198万円

配　偶　者’
扶養義務者

（扶養親族5人）収入555万円

普通恩給 限度額　　　　10万円

戦争公務 大尉以下全額支給

た
に
月
額
五
千
円
（
二
級
）
を
新
設

　
母
子
福
祉
年
金
と
準
母
子
福
祉
年

金
は
月
額
六
千
五
百
円
に
な
り
ま
す

　
こ
れ
ら
の
年
金
は
支
給
に
い
ろ
い

ろ
な
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
今
回
の

改
正
で
制
限
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
年
金
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．

恩
給
等
の
併
給
の
緩
和

　
普
通
扶
助
料
の
併
給
限
度
額
が
六

万
円
か
ら
十
万
円
に
緩
和
。
ま
た
戦

争
公
務
の
公
的
年
金
併
給
限
度
額
が

大
尉
ま
で
全
額
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
積
立
金
の

還
元
融
資

　
積
立
金
は
将
来
年
金
と
し
て

使
わ
れ
る
ま
で
の
間
、
国
が
貴

任
を
も
っ
て
有
利
に
運
用
し
、

そ
の
一
部
は
加
入
者
の
た
め
に

有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
市
関
係
で
こ
の
融
資
を
受

け
て
つ
く
ら
れ
た
建
物
は
市
民

体
育
館
、
市
民
会
館
、
下
条
保

育
所
、
老
人
い
こ
い
の
家
「
四

ツ
宮
荘
」
総
合
福
祉
セ
ン
タ
：

「
御
陣
荘
」
な
ど
で
す
。
そ
の
ほ

か
今
年
度
は
．
西
保
育
所
、
飛
二

地
区
簡
易
水
道
が
年
金
融
資
を

う
け
て
つ
く
ら
れ
る
予
定
で
す
。



筋
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博
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　　　　やっばり加入していてよかった……◎
　　　　　　　　　　　国民年金の話ははずむ
　今月は国民年金の話で長野利八さん（小泉）宅を訪れました。
長野さんの茶の閥には酒井モト、馬場ミツ、小沢テツ、林ヨネ、林ナミ
（長野トヨ、太田イツ、丸山フサさんは不在）さんなど国民年金の集金に
活躍している主婦のグループが集まり、大輻改正された国民年金の内
容について質問や、年金発足当時のよもやま諸など実のあるひととき
を過ごしました。

一
つ
の
納
付
で
八
つ
の
給
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
の
し
く
み

　
国
民
年
金
は
、
農
業
や
漁
業
、
商

業
な
ど
の
自
営
業
者
や
小
企
業
に
従

事
す
る
人
の
年
金
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
制
度
は
国

営
の
制
度
で
す
か
ら
、
年
金
給
付
費

用
や
事
務
経
費
な
ど
に
つ
い
て
、
国

も
大
き
な
負
担
を
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
私
た
ち
が
保
険
料
を

納
め
る
と
そ
の
半
額
に
当
る
金
額
を

負
担
し
て
積
立
て
る
わ
け
で
す
。

　
数
字
で
説
明
し
ま
す
と
、
定
額
保

険
料
は
月
九
百
円
と
な
り
ま
す
か
ら

国
は
四
百
五
十
円
を
負
担
し
、
毎
月

千
三
百
五
十
円
が
積
み
立
て
ら
れ
、

こ
の
積
立
金
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

合
に
よ
り
八
つ
の
給
付
（
別
表
を
参

照
）
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

さ
ら
に
、
今
度
の
改
正
で
、
十
年

年
金
な
ど
経
過
的
老
齢
年
金
の
優
遇

部
分
に
つ
い
て
の
国
庫
負
担
の
割
合

を
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
に
引
き

上
げ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
十
年
年

金
の
給
付
費
の
約
四
十
齎
を
国
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は

市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
（
含

七
ー
三
一
一
一
番
）
へ
ど
う
ぞ
。

回国團囹回回図國日
2　　　◎障害・母子・寡

　　　婦・遺児年金を

3　　　◎老齢、通算老
　　　齢年金をもらっ
　　　ている人は現況
　　届を出しましょう

もらっている人は 　O拠出年金の支払
月です

現況届を出しましょう Of呆険料の納付月です
05年年金の申込みは

今月限りです

5　　　0納めきれをい
　　　人は免除申請を
　　　し家しようO福

6　　　◎拠出年金の支

　　　払月です

祉年金の支払月です Oサラリーマンの
老齢縛別給付金の支払 奥さんは任意加入を
いも始まります
O保　料の納付月です

しましょう

8・附加年金に加 9　　　◎拠出年金、福

　　　祉年金の支払月
入しましょう です

O保険料の納付月です

O拠出年金の支 ◎納め忘れた保

払月です 険料は早く柄め

O保険料の納付月 ましょう

です

髪襲諜簾
　　　額があがります
　O福祉年金の実払月
　　です
O保険料の納付月です

繁難郷
　0免除されている人
は過去の分を追納しま
しょう

（第3種郵便物認可）昭和48年12月10日

障害年金
　危険時代といわれるきょうこのごろです。いつどこ
で交通事故などの不幸に見舞われるかわかりません・
保険料を引きつづき1年以上納めていた人（免除を受
けた期間をあわせて3年以L）が傷病にかかったとき
受けられる年金です。
年金額　年額24万円、障害程度の重い人30万円。

老齢年金
　保険料を25年以上納めた人が65歳になったときから

受けられる年金です。（納める期間は年齢に応じて24年

から10年まで短縮されます）

年金額保険料25年納めた人　年額24万円。

通算老齢年金
　国民年金と被用者年金（厚生年金など他の公的年金）

の間を移った方には、その期間を通算して老齢年金が

支給されます。

年金額　保険料を納めた月数×1，200円の合計額。

遺児年金
　引きつづいて1年以上、保険料を納めていた父か母

が死亡して、孤児になったとき、その子たちが18歳に

なるまで受けられる年金です。

年金額　年額24万円。

寡婦年金
　老齢年金を受ける資格期間を満たした夫が、年金を

受けずに死亡したとき、妻が60歳から64歳までの間に

受けられる年金です。（65歳から老齢年金を受けられる

年金額　老齢年金の半額

母子年金
　引きつづいて1年以上、保険料を納めていた妻が生
計中心者の夫に死なれ、18歳未満の子と一縮に暮らし
ているとき受けられる年金です。
年企顧　年額24万円。2人以上の子供があるとき2人目
　　　から1人につさ年顧4。800円が加算されます。

準母子年金
　引きつづいて1年以上、保険料を納めていた祖母か

姉が、生計中心者の祖父か父に死なれ、18歳未満の孫や

弟妹と一緒に暮らしているとき受けられる年金です。

年金額　母子年金と同じ。

死亡一時金
　3年以上、保険料を納めた人が年金を受けずに死亡

したとき、その人の遺族に支給される一時金です。

一時金の額17，000円から52，000円で、納めた年数に

　　　　　よってことなります。

猶野納付
忘れず納めましょう

蝶解灘
　O免除されている人
は過去の分を追納しま
しょう

付即

搬
禦

　
　
　
イ

時
効
に
な
っ
た
保

険
料
の
特
例
納
付

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
未
納
の
ま

ま
二
年
を
経
過
す
る
と
、
そ
の
後
納

め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

国
民
年
金
も
福
祉
年
金
も
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
過

去
に
時
効
に
な
っ
た
未
納
保
険
料
を

月
額
九
百
円
の
割
で
納
め
る
こ
と
で

年
金
権
を
確
保
で
き
る
よ
う
改
め
ら

れ
ま
し
た
。
実
施
の
時
期
は
昭
和
四

十
九
年
一
月
か
ら
昭
和
五
十
年
十
二

月
ま
で
の
二
年
間
で
す
．
納
入
方
法

は
未
納
期
間
の
古
い
分
か
ら
順
次
納

め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
未
納
保
険
料
の
あ
る
方
は
こ
の

機
会
に
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

“
谷
間
の
老
人
に
も
救
い
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
林
（

　
明
春
一
月
か
ら
月
額
四
千
円

も
貰
え
る
な
ん
て
思
っ
て
も
み

な
か
っ
た
…
。
と
喜
ぷ
林
さ
ん
。

　
明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
以

前
に
生
れ
た
人
は
、
国
民
年
金

発
足
当
時
（
昭
和
三
十
六
年
）
五

十
五
歳
以
上
と
い
う
年
齢
的
条

件
で
、
い
ず
れ
の
年
金
に
も
加

入
で
き
ず
、
七
十
歳
に
な
る
ま

で
老
齢
福
祉
年
金
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
改

正
で
現
在
六
十
七
歳
か
ら
六
十

九
歳
ま
で
の
谷
間
の
老
人
を
対

象
に
、
昭
和
四
十
九
年
一
月
か

ら
一
律
月
額
四
千
円
の
老
齢
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
の
誕
生
で
本
市
の
約

六
百
三
十
三
人
の
方
が
救
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（第3種郵便物認可）昭和48年12月10日と6ガ、詐3（：7）
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覇
懸懸

懸蘇

北
線
の
工
事
急
ピ
ッ
チ

赤
倉
ト
ン
ネ
ル
西
工
区
（
新
薙
創
）
が
貫
通

　
上
越
、
信
越
両
線
を
結
ぶ
北
越
北

線
の
建
設
工
事
は
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
同
線
の
建
設
は
、
中
魚
、
東
頸
地

方
の
発
展
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
、
去
る
四
十
七
年
十
月
、
十
口
町

－
直
江
津
間
の
建
設
が
認
可
さ
れ
て

にぎわった料理展
　このほど市民会館で第2回食卓を豊かにす

る料理展が開かれ、調理士さん自慢の約70点
の料理が展示されました。また料理講習会（写

真）も開かれ好評でした。
　これは県食品衛生協会支部、1’口町、i周理 L会

十日町保健所などの共催によるもので、功労

者などの表彰式も行なわれました。
　厚生大臣表彰　小野塚稔（諏訪町）県知事表

彰　波形歳知郎（高田町二）日本食品衛生協会

長感謝状田村多一郎（本町四）酒井通一（本町

二）県食品衛生協会長表彰飯塚凱（水野町）

ハッパを合図に西工区と中工区は
がっちり握手。

料
理
講
習
会
（
姉
眠
鉛
磁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
，
、

か
ら
市
域
内
で
も
急
ピ
ッ
チ
に
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
と
六
日
町
を
結
ぶ
同
線

最
長
の
赤
倉
ト
ソ
ネ
ル
（
一
万
三
百

三
十
四
材
）
工
事
は
六
日
町
側
で
一

ヵ
所
、
十
日
町
側
で
二
ヵ
所
（
中
工

区
約
四
・
一
キ
・
耕
、
西
工
区
約
四
・

ニ
キ
。
訂
》
で
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
ヒ
の
ほ
ど
最
も
十
日
町
寄

り
の
西
工
区
（
新
座
－
猿
倉
間
延
長

ニ
キ
。
材
）
の
ト
ソ
ネ
ル
が
貫
通
。
貫

通
式
の
ハ
ッ
パ
を
合
図
に
西
工
区
と

中
工
区
は
が
っ
ち
り
握
手
し
ま
し

た
。　

全
線
の
三
分
の
二
を
ト
ン
ネ
ル
で

占
め
る
同
線
に
と
っ
て
初
の
部
分
貫

通
で
あ
り
、
残
り
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

も
昭
和
五
十
四
年
の
開
通
を
め
ざ
し

て
一
段
と
拍
車
が
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
。叢

地
下
鉄
工
事
（
汁
期
鯛
胡
篭
急
ピ
ッ
チ

　
当
市
地
域
内
の
工
事
の
う
ち
、
六

日
町
ー
猿
倉
間
は
現
在
約
五
十
齎
完

成
。
新
座
－
十
日
町
駅
間
の
高
架
工

事
は
二
工
区
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
請

負
業
者
の
手
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
年
内
に
は
ほ
ぽ
完
成
す
る
予
定

で
す
。
地
下
鉄
工
事
の
十
日
町
駅
－

城
之
古
間
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
九

年
十
二
月
完
成
を
め
ざ
し
て
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
薬
師
ト
ン
ネ
ル
（
高
島
口
）
は
去

る
八
月
十
日
工
事
に
着
手
し
ま
し
た

が
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
完
成
を
目

標
に
冬
期
間
も
工
事
を
進
め
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
同
線
の
工
事
は
随
所

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
工
事
の

進
行
と
共
に
井
戸
水
の
枯
渇
、
テ
レ
．

ピ
障
害
等
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

ミ
ニ
新
幹
線
な
み
の

北
越
北
線

　
十
日
町
市
内
の
工
事
現
場
で
は
、

津
池
駅
（
地
下
駅
）
の
地
点
で
当
初

出
水
の
た
め
工
事
が
難
航
し
た
り
、

地
質
が
悪
く
膨
張
性
泥
岩
な
ど
に
悩

ま
さ
れ
ま
し
た
が
現
在
工
事
は
順
調

3
歳
児
で
1
0
人
に
9
人
は
む
し
歯

　
　
　
　
　
　
お
母
さ
ま
方
へ
の
お
願
い

麟
の
中
の
清
潔
に
気
を
配
り
、

歯
を
き
れ
い
に
ふ
き
と
っ
て
や
る
こ
と
を
実
行
し
、

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
本
人
に
歯
み
が
き
の
習
慣
を
つ
け
さ
せ
た
そ
う

で
す
o

　
こ
の
よ
う
に
・
む
し
歯
予
防
に
は
、
歯
や
口
の
中
を
清
潔
に
し
て
や
る

と
と
も
に
、
お
や
つ
を
考
え
て
与
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
甘
い
あ
め
類
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ガ
ム
な
ど
は
、
と
く
に
．
む
し
歯
に
な

り
や
す
い
で
す
か
ら
、
三
歳
を
過
ぎ
る
ま
で
は
、
ひ
か
え
目
に
。
お
子
さ

ん
の
お
．
や
つ
は
、
牛
乳
、
果
物
な
ど
を
中
心
に
お
母
さ
ん
の
手
づ
く
り
の

も
の
を
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　
お
母
さ
ま
方
は
、
お
子
さ
ん
の
歯
が
痛
ま

な
け
れ
ば
関
心
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
一
本
の
歯
が
生
え
は
じ
め
た
と
き

か
ら
深
い
愛
情
を
注
い
で
く
だ
さ
い
。

　
三
歳
児
の
板
橋
雅
子
（
中
条
）
さ
ん
の
お
母

さ
ん
は
、
乳
歯
の
生
え
は
じ
め
た
頃
か
ら
口

毎
日
ね
む
り
つ
く
前
に
ガ
ー
ゼ
を
ぬ
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
歯
み
が
き
が
で
き
る

に
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
内

の
工
事
内
容
は
ト
ン
ネ
ル
、
土
盛
．

高
架
立
体
交
差
、
地
下
鉄
、
鉄
橋
と

各
種
工
事
が
一
斉
に
実
施
さ
れ
、
北

越
北
線
は
、
三
一
新
幹
線
の
路
線
の
よ

う
で
す
。
同
線
の
総
事
業
費
は
約
三

百
八
十
億
円
が
見
込
ま
れ
、
六
日
町

1
さ
い
が
た
（
信
越
線
駅
）
間
の
総

延
長
約
五
十
九
キ
。
材
を
昭
和
五
十
四

年
開
通
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、

沿
線
市
町
村
で
は
、
昭
和
五
十
二
年

完
成
を
め
ざ
し
て
関
係
機
関
に
強
力

に
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
．

　
預
貯
金
口
座
振
替
の

　
お
勧
め

　
市
税
な
ど
の
納
税
の
た
め
、
わ
ざ

わ
ざ
銀
行
や
農
協
ま
で
出
か
け
る
の

は
、
お
っ
く
う
な
も
の
で
す
。

　
こ
ん
な
と
き
、
栢
貯
金
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
ぎ
は
簡

単
で
、
預
貯
金
通
帳
の
番
号
を
お
調

べ
に
な
り
、
押
し
て
あ
る
印
鑑
を
お

持
ち
く
だ
さ
る
だ
け
で
す
。
ま
た
ご

都
合
に
よ
っ
て
は
用
紙
を
郵
送
い
た

し
ま
す
。
ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し

』

た
ら
市
役
所
税
務
課
管
理
徴
収
係

（
曾
七
i
三
一
一
一
番
）
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

　
心
身
障
害
者
扶
養
共

　
済
制
度
に
．
こ
加
入
を

　
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
方

の
大
き
な
悩
み
は
、
自
分
の
元
気
な

う
ち
は
と
も
か
く
自
分
の
死
後
、
残

さ
れ
た
障
害
者
を
誰
が
め
ん
ど
う
を

み
て
く
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
加
入
さ
れ
た
保
穫

者
か
ら
毎
月
一
定
の
掛
金
を
県
へ
納

め
て
い
た
だ
き
、
加
入
者
に
万
一
の

こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
月
か
ら

障
害
老
の
一
生
を
通
じ
て
毎
月
二
万

円
の
年
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
社
会
福

祉
事
務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

冬
期
間
の
災
害
予
防
を

◎
な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防
止

◎
災
害
の
予
防
と
雪
囲
い
の
際
の
避

　
難
口
の
確
保

0
雪
お
ろ
し
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
『
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　　　　やっばり加入していてよかった……◎
　　　　　　　　　　　国民年金の話ははずむ
　今月は国民年金の話で長野利八さん（小泉）宅を訪れました。
長野さんの茶の閥には酒井モト、馬場ミツ、小沢テツ、林ヨネ、林ナミ
（長野トヨ、太田イツ、丸山フサさんは不在）さんなど国民年金の集金に
活躍している主婦のグループが集まり、大輻改正された国民年金の内
容について質問や、年金発足当時のよもやま諸など実のあるひととき
を過ごしました。

一
つ
の
納
付
で
八
つ
の
給
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
の
し
く
み

　
国
民
年
金
は
、
農
業
や
漁
業
、
商

業
な
ど
の
自
営
業
者
や
小
企
業
に
従

事
す
る
人
の
年
金
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
制
度
は
国

営
の
制
度
で
す
か
ら
、
年
金
給
付
費

用
や
事
務
経
費
な
ど
に
つ
い
て
、
国

も
大
き
な
負
担
を
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
私
た
ち
が
保
険
料
を

納
め
る
と
そ
の
半
額
に
当
る
金
額
を

負
担
し
て
積
立
て
る
わ
け
で
す
。

　
数
字
で
説
明
し
ま
す
と
、
定
額
保

険
料
は
月
九
百
円
と
な
り
ま
す
か
ら

国
は
四
百
五
十
円
を
負
担
し
、
毎
月

千
三
百
五
十
円
が
積
み
立
て
ら
れ
、

こ
の
積
立
金
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

合
に
よ
り
八
つ
の
給
付
（
別
表
を
参

照
）
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

さ
ら
に
、
今
度
の
改
正
で
、
十
年

年
金
な
ど
経
過
的
老
齢
年
金
の
優
遇

部
分
に
つ
い
て
の
国
庫
負
担
の
割
合

を
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
に
引
き

上
げ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
十
年
年

金
の
給
付
費
の
約
四
十
齎
を
国
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は

市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
（
含

七
ー
三
一
一
一
番
）
へ
ど
う
ぞ
。

回国團囹回回図國日
2　　　◎障害・母子・寡

　　　婦・遺児年金を

3　　　◎老齢、通算老
　　　齢年金をもらっ
　　　ている人は現況
　　届を出しましょう

もらっている人は 　O拠出年金の支払
月です

現況届を出しましょう Of呆険料の納付月です
05年年金の申込みは

今月限りです

5　　　0納めきれをい
　　　人は免除申請を
　　　し家しようO福

6　　　◎拠出年金の支

　　　払月です

祉年金の支払月です Oサラリーマンの
老齢縛別給付金の支払 奥さんは任意加入を
いも始まります
O保　料の納付月です

しましょう

8・附加年金に加 9　　　◎拠出年金、福

　　　祉年金の支払月
入しましょう です

O保険料の納付月です

O拠出年金の支 ◎納め忘れた保

払月です 険料は早く柄め

O保険料の納付月 ましょう

です

髪襲諜簾
　　　額があがります
　O福祉年金の実払月
　　です
O保険料の納付月です

繁難郷
　0免除されている人
は過去の分を追納しま
しょう

（第3種郵便物認可）昭和48年12月10日

障害年金
　危険時代といわれるきょうこのごろです。いつどこ
で交通事故などの不幸に見舞われるかわかりません・
保険料を引きつづき1年以上納めていた人（免除を受
けた期間をあわせて3年以L）が傷病にかかったとき
受けられる年金です。
年金額　年額24万円、障害程度の重い人30万円。

老齢年金
　保険料を25年以上納めた人が65歳になったときから

受けられる年金です。（納める期間は年齢に応じて24年

から10年まで短縮されます）

年金額保険料25年納めた人　年額24万円。

通算老齢年金
　国民年金と被用者年金（厚生年金など他の公的年金）

の間を移った方には、その期間を通算して老齢年金が

支給されます。

年金額　保険料を納めた月数×1，200円の合計額。

遺児年金
　引きつづいて1年以上、保険料を納めていた父か母

が死亡して、孤児になったとき、その子たちが18歳に

なるまで受けられる年金です。

年金額　年額24万円。

寡婦年金
　老齢年金を受ける資格期間を満たした夫が、年金を

受けずに死亡したとき、妻が60歳から64歳までの間に

受けられる年金です。（65歳から老齢年金を受けられる

年金額　老齢年金の半額

母子年金
　引きつづいて1年以上、保険料を納めていた妻が生
計中心者の夫に死なれ、18歳未満の子と一縮に暮らし
ているとき受けられる年金です。
年企顧　年額24万円。2人以上の子供があるとき2人目
　　　から1人につさ年顧4。800円が加算されます。

準母子年金
　引きつづいて1年以上、保険料を納めていた祖母か

姉が、生計中心者の祖父か父に死なれ、18歳未満の孫や

弟妹と一緒に暮らしているとき受けられる年金です。

年金額　母子年金と同じ。

死亡一時金
　3年以上、保険料を納めた人が年金を受けずに死亡

したとき、その人の遺族に支給される一時金です。

一時金の額17，000円から52，000円で、納めた年数に

　　　　　よってことなります。

猶野納付
忘れず納めましょう

蝶解灘
　O免除されている人
は過去の分を追納しま
しょう

付即

搬
禦
　
　
　
イ

時
効
に
な
っ
た
保

険
料
の
特
例
納
付

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
未
納
の
ま

ま
二
年
を
経
過
す
る
と
、
そ
の
後
納

め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

国
民
年
金
も
福
祉
年
金
も
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
過

去
に
時
効
に
な
っ
た
未
納
保
険
料
を

月
額
九
百
円
の
割
で
納
め
る
こ
と
で

年
金
権
を
確
保
で
き
る
よ
う
改
め
ら

れ
ま
し
た
。
実
施
の
時
期
は
昭
和
四

十
九
年
一
月
か
ら
昭
和
五
十
年
十
二

月
ま
で
の
二
年
間
で
す
．
納
入
方
法

は
未
納
期
間
の
古
い
分
か
ら
順
次
納

め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
未
納
保
険
料
の
あ
る
方
は
こ
の

機
会
に
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

“
谷
間
の
老
人
に
も
救
い
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
林
（

　
明
春
一
月
か
ら
月
額
四
千
円

も
貰
え
る
な
ん
て
思
っ
て
も
み

な
か
っ
た
…
。
と
喜
ぷ
林
さ
ん
。

　
明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
以

前
に
生
れ
た
人
は
、
国
民
年
金

発
足
当
時
（
昭
和
三
十
六
年
）
五

十
五
歳
以
上
と
い
う
年
齢
的
条

件
で
、
い
ず
れ
の
年
金
に
も
加

入
で
き
ず
、
七
十
歳
に
な
る
ま

で
老
齢
福
祉
年
金
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
改

正
で
現
在
六
十
七
歳
か
ら
六
十

九
歳
ま
で
の
谷
間
の
老
人
を
対

象
に
、
昭
和
四
十
九
年
一
月
か

ら
一
律
月
額
四
千
円
の
老
齢
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
の
誕
生
で
本
市
の
約

六
百
三
十
三
人
の
方
が
救
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（第3種郵便物認可）昭和48年12月10日と6ガ、詐3（：7）
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北
線
の
工
事
急
ピ
ッ
チ

赤
倉
ト
ン
ネ
ル
西
工
区
（
新
薙
創
）
が
貫
通

　
上
越
、
信
越
両
線
を
結
ぶ
北
越
北

線
の
建
設
工
事
は
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
同
線
の
建
設
は
、
中
魚
、
東
頸
地

方
の
発
展
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
、
去
る
四
十
七
年
十
月
、
十
口
町

－
直
江
津
間
の
建
設
が
認
可
さ
れ
て

にぎわった料理展
　このほど市民会館で第2回食卓を豊かにす

る料理展が開かれ、調理士さん自慢の約70点
の料理が展示されました。また料理講習会（写

真）も開かれ好評でした。
　これは県食品衛生協会支部、1’口町、i周理 L会

十日町保健所などの共催によるもので、功労

者などの表彰式も行なわれました。
　厚生大臣表彰　小野塚稔（諏訪町）県知事表

彰　波形歳知郎（高田町二）日本食品衛生協会

長感謝状田村多一郎（本町四）酒井通一（本町

二）県食品衛生協会長表彰飯塚凱（水野町）

ハッパを合図に西工区と中工区は
がっちり握手。

料
理
講
習
会
（
姉
眠
鉛
磁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
，
、

か
ら
市
域
内
で
も
急
ピ
ッ
チ
に
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
と
六
日
町
を
結
ぶ
同
線

最
長
の
赤
倉
ト
ソ
ネ
ル
（
一
万
三
百

三
十
四
材
）
工
事
は
六
日
町
側
で
一

ヵ
所
、
十
日
町
側
で
二
ヵ
所
（
中
工

区
約
四
・
一
キ
・
耕
、
西
工
区
約
四
・

ニ
キ
。
訂
》
で
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
ヒ
の
ほ
ど
最
も
十
日
町
寄

り
の
西
工
区
（
新
座
－
猿
倉
間
延
長

ニ
キ
。
材
）
の
ト
ソ
ネ
ル
が
貫
通
。
貫

通
式
の
ハ
ッ
パ
を
合
図
に
西
工
区
と

中
工
区
は
が
っ
ち
り
握
手
し
ま
し

た
。　

全
線
の
三
分
の
二
を
ト
ン
ネ
ル
で

占
め
る
同
線
に
と
っ
て
初
の
部
分
貫

通
で
あ
り
、
残
り
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

も
昭
和
五
十
四
年
の
開
通
を
め
ざ
し

て
一
段
と
拍
車
が
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
。叢

地
下
鉄
工
事
（
汁
期
鯛
胡
篭
急
ピ
ッ
チ

　
当
市
地
域
内
の
工
事
の
う
ち
、
六

日
町
ー
猿
倉
間
は
現
在
約
五
十
齎
完

成
。
新
座
－
十
日
町
駅
間
の
高
架
工

事
は
二
工
区
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
請

負
業
者
の
手
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
年
内
に
は
ほ
ぽ
完
成
す
る
予
定

で
す
。
地
下
鉄
工
事
の
十
日
町
駅
－

城
之
古
間
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
九

年
十
二
月
完
成
を
め
ざ
し
て
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
薬
師
ト
ン
ネ
ル
（
高
島
口
）
は
去

る
八
月
十
日
工
事
に
着
手
し
ま
し
た

が
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
完
成
を
目

標
に
冬
期
間
も
工
事
を
進
め
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
同
線
の
工
事
は
随
所

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
工
事
の

進
行
と
共
に
井
戸
水
の
枯
渇
、
テ
レ
．

ピ
障
害
等
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

ミ
ニ
新
幹
線
な
み
の

北
越
北
線

　
十
日
町
市
内
の
工
事
現
場
で
は
、

津
池
駅
（
地
下
駅
）
の
地
点
で
当
初

出
水
の
た
め
工
事
が
難
航
し
た
り
、

地
質
が
悪
く
膨
張
性
泥
岩
な
ど
に
悩

ま
さ
れ
ま
し
た
が
現
在
工
事
は
順
調

3
歳
児
で
1
0
人
に
9
人
は
む
し
歯

　
　
　
　
　
　
お
母
さ
ま
方
へ
の
お
願
い

麟
の
中
の
清
潔
に
気
を
配
り
、

歯
を
き
れ
い
に
ふ
き
と
っ
て
や
る
こ
と
を
実
行
し
、

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
本
人
に
歯
み
が
き
の
習
慣
を
つ
け
さ
せ
た
そ
う

で
す
o

　
こ
の
よ
う
に
・
む
し
歯
予
防
に
は
、
歯
や
口
の
中
を
清
潔
に
し
て
や
る

と
と
も
に
、
お
や
つ
を
考
え
て
与
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
甘
い
あ
め
類
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ガ
ム
な
ど
は
、
と
く
に
．
む
し
歯
に
な

り
や
す
い
で
す
か
ら
、
三
歳
を
過
ぎ
る
ま
で
は
、
ひ
か
え
目
に
。
お
子
さ

ん
の
お
．
や
つ
は
、
牛
乳
、
果
物
な
ど
を
中
心
に
お
母
さ
ん
の
手
づ
く
り
の

も
の
を
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　
お
母
さ
ま
方
は
、
お
子
さ
ん
の
歯
が
痛
ま

な
け
れ
ば
関
心
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
一
本
の
歯
が
生
え
は
じ
め
た
と
き

か
ら
深
い
愛
情
を
注
い
で
く
だ
さ
い
。

　
三
歳
児
の
板
橋
雅
子
（
中
条
）
さ
ん
の
お
母

さ
ん
は
、
乳
歯
の
生
え
は
じ
め
た
頃
か
ら
口

毎
日
ね
む
り
つ
く
前
に
ガ
ー
ゼ
を
ぬ
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
歯
み
が
き
が
で
き
る

に
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
内

の
工
事
内
容
は
ト
ン
ネ
ル
、
土
盛
．

高
架
立
体
交
差
、
地
下
鉄
、
鉄
橋
と

各
種
工
事
が
一
斉
に
実
施
さ
れ
、
北

越
北
線
は
、
三
一
新
幹
線
の
路
線
の
よ

う
で
す
。
同
線
の
総
事
業
費
は
約
三

百
八
十
億
円
が
見
込
ま
れ
、
六
日
町

1
さ
い
が
た
（
信
越
線
駅
）
間
の
総

延
長
約
五
十
九
キ
。
材
を
昭
和
五
十
四

年
開
通
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、

沿
線
市
町
村
で
は
、
昭
和
五
十
二
年

完
成
を
め
ざ
し
て
関
係
機
関
に
強
力

に
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
．

　
預
貯
金
口
座
振
替
の

　
お
勧
め

　
市
税
な
ど
の
納
税
の
た
め
、
わ
ざ

わ
ざ
銀
行
や
農
協
ま
で
出
か
け
る
の

は
、
お
っ
く
う
な
も
の
で
す
。

　
こ
ん
な
と
き
、
栢
貯
金
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
ぎ
は
簡

単
で
、
預
貯
金
通
帳
の
番
号
を
お
調

べ
に
な
り
、
押
し
て
あ
る
印
鑑
を
お

持
ち
く
だ
さ
る
だ
け
で
す
。
ま
た
ご

都
合
に
よ
っ
て
は
用
紙
を
郵
送
い
た

し
ま
す
。
ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し

』

た
ら
市
役
所
税
務
課
管
理
徴
収
係

（
曾
七
i
三
一
一
一
番
）
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

　
心
身
障
害
者
扶
養
共

　
済
制
度
に
．
こ
加
入
を

　
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
方

の
大
き
な
悩
み
は
、
自
分
の
元
気
な

う
ち
は
と
も
か
く
自
分
の
死
後
、
残

さ
れ
た
障
害
者
を
誰
が
め
ん
ど
う
を

み
て
く
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
加
入
さ
れ
た
保
穫

者
か
ら
毎
月
一
定
の
掛
金
を
県
へ
納

め
て
い
た
だ
き
、
加
入
者
に
万
一
の

こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
月
か
ら

障
害
老
の
一
生
を
通
じ
て
毎
月
二
万

円
の
年
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
社
会
福

祉
事
務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

冬
期
間
の
災
害
予
防
を

◎
な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防
止

◎
災
害
の
予
防
と
雪
囲
い
の
際
の
避

　
難
口
の
確
保

0
雪
お
ろ
し
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
『
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交
通
事
故
の
な
い

　
　
　
　
　
　
明
る
い
年
末
を

　
今
月
十
一
日
か
ら
来
月
十
日
ま
で

は
、
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
期
間
は
、
気
象
条
件
に
よ
り

道
路
交
通
環
境
が
悪
化
す
る
う
え
、

年
末
の
繁
忙
に
よ
る
過
労
、
ス
リ
ッ

ブ
、
ま
た
飲
酒
の
機
会
が
多
い
こ
と

か
ら
違
反
や
、
そ
れ
に
よ
る
事
故
多

発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
・
年
始
を
明
る
く
過
ご
す
た

め
に
、
地
域
総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
運
動
中
の
重
点
実
施
項
目

翻
飲
酒
運
転
防
止
の
徹
底

鐡
ス
リ
ヴ
ブ
に
よ
る
事
故
防
止
の
た

　
め
の
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
、
チ
ェ
ー
ン

　
の
装
備
と
冬
期
ス
ピ
ー
ド
一
割
ダ

　
ウ
ン
の
励
行

　
す
で
に
備
の
ア
ツ
ア
ツ

　
カ
ッ
プ
ル
誕
生

　
こ
と
し
一
月
か
ら
ト
月
ま
で
に
結
け

婚
し
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
夫
婦
は
．

　
ふ
9
で
に
．
二
者
口
ト
ム
ハ
m
祖
C

　
平
均
し
て
↓
日
一
組
が
誕
生
し
た

…
勘
定
。
空
前
の
結
婚
ブ
ー
ム
と
い
わ

れ
た
昨
年
同
期
の
．
二
百
四
十
八
組
よ

り
少
な
い
に
し
て
も
、
な
か
な
か
の

成
績
。
こ
れ
を
月
別
に
み
る
と
、
雪

　
倫
け
の
四
月
が
ぺ
十
五
組
と
多
く
、

続
い
て
五
月
の
八
卜
三
組
、
六
月
は

　
一
ト
．
甲
．
組
と
案
外
少
な
い
。

　
昨
年
で
は
レ
一
月
が
百
卜
．
．
組
誕
’

生
と
一
番
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

　
ζ
し
も
外
の
寒
さ
に
負
け
な
い
ア
ツ

　
ノ
ノ
カ
ノ
フ
ル
が
帽
当
仕
よ
れ
そ
う
”

“
繍
冬
期
駐
車
禁
止
区
域
の
徹
底

麟
歩
行
者
の
安
全
π
歩
行
の
確
保
と

　
正
し
い
歩
行
、
正
し
い
横
断

魏
通
学
、
通
園
路
の
除
雪
と
道
路
環

　
境
の
整
備

麟
降
雪
と
ガ
ソ
リ
ン
規
制
に
伴
な
う

　
通
勤
車
等
の
運
行
の
自
粛

　
　
卿

　
　
螺

　
滝
沢
さ
ん
ら
が
大
臣

　
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
、
　
「
統
計
の
日
」
を
記

念
し
て
、
永
年
統
計
業
務
に
功
労
の

あ
っ
た
事
業
所
並
び
に
調
査
員
が
、

次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
商
産
業
大
臣
表
彰

　
　
　
溜
、
沢
文
吉
（
本
町
一
）

　
　
　
㈱
関
口
商
店

　
労
働
大
臣
表
彰

　
　
　
十
日
町
砂
利
合
資
会
社

君
の
め
ざ
す
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
「
太
陽
の

　
　
　
　
　
　
　
　
会
」

　
私
達
は
、
人
生
の
目
的
や
生
き
が

い
を
基
本
テ
ー
マ
に
、
人
生
の
諸
問

題
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
年
六
回
の
会
を
開
き
、
人
生
や
社

会
に
対
ー
、
て
の
意
見
を
も
と
に
、
各

種
の
研
修
会
や
農
山
村
へ
の
慰
問
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
代
表
中
西
三
男

　
　
　
　
　
（
曾
七

・
八
四
四
七
）

経
済
企
画
庁
長
官
表
彰

　
　
新
潟
県
厚
生
連
中
条
病
院

新
潟
県
統
計
脇
会
総
裁
表
彰

小
杉
広
作
（
美
雪
町
）
高
橋
秀
雄

（
城
之
古
）
小
杉
　
茂
（
中
村
）

福
崎
仁
太
郎
（
池
之
尻
）

極
月
休
日
救
急
医

16

日
中
条
病
院
黛
〕
．
、
o
．
八
番

23

日
池
田
医
院
曾
、
．
－
一
．
五
八
一
番

30

日
山
口
医
院
曾
．
．
－
．
．
．
し
四
番

　
　
ご
櫨
力
を

　
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
工
業
統

計
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
飲
食
し
た
と
き
な
ど
公
給
領

　
収
証
の
受
領
を
忘
れ
ず
に

　
み
な
さ
ん
が
飲
食
店
や
旅
館
な
ど

を
利
用
し
た
と
き
は
．
十
欝
の
料
理

飲
食
等
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
お
店
で
は
、
税
金
を
受
け
取
っ
た

し
る
し
に
公
給
領
収
証
を
渡
す
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
、
、

　
料
理
店
な
〆

を
利
用
し
た
と
き
は

公
給
領
収
証
を
受
取
っ
て
く
だ
さ
い

　
な
お
、
一
定
の
金
．
額
（
飲
食
一
人

駈江，癬

　
　
　
　
蕊

勃
応
の
魯
一

炉
り
ず
ま
ち
．
一

毒
卑
か
の
！

な
命
暮
　
　
．

　
　
　
　
ヤ
亀
＝

　
し
屯
芝
　
　
b

之
ー
さ
恥
　
疑
浮

　
　
　
　
　
　
ハ

そ
ん
な

訴
レ
篭
事

文
一
，
己
め
怠

く
て
｝
て
．
，
．
．

か
ー
ミ

じ
3
－
9
為

石
多
暴
む

覧
レ

照『
A2ノ

、
　
繊

し
め
し
、

わ
％
嵐
・
－
　
そ
気

苞
晃
手
瀦
箆

諾
隻
き
Z
　
ざ
ξ

い
け
ん

‘

礼

累癖轡1

愚㊥遭榊

千
二
百
円
以
下
、
宿
泊
一
人
二
千
四

百
円
以
下
）
に
は
税
金
が
か
か
り
ま

せ
ん
。
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

　
寄
付
あ
り
が
と
づ

　
▽
春
日
由
三
（
講
師
謝
礼
）
－

一
万
四
千
五
百
円
　
▽
匿
名
…
…
千

五
百
円
　
▽
小
海
盛
政
（
高
山
）
香

典
返
し
…
－
二
万
円
　
▽
関
口
兵
三

郎
（
吉
田
山
谷
）
香
典
返
し
…
…
三

万
円
　
▽
田
中
伊
作
（
運
転
手
謝

礼
）
…
…
二
千
円
　
▽
大
島
慶
治

（
寿
町
）
…
…
一
万
円
　
▽
†
日
町

懐
メ
・
愛
好
会
…
…
三
万
円
　
▽
曹

洞
宗
郡
市
青
年
僧
侶
の
会
…
…
五
万

四
千
百
二
十
八
円
　
▽
入
田
シ
ズ

（
稲
葉
）
願
入
万
年
青
老
人
ク
ラ
ブ
謝

礼
…
千
円
　
▽
群
馬
県
人
会
（
代

表
・
池
田
定
夫
）
…
…
三
千
円
　
▽

庭
野
日
敬
・
…
十
万
円
　
南
中
生
徒

会
　
　
一
万
一
千
八
百
円
　
▽
県
立

十
口
町
高
校
一
年
二
組
…
－
一
万
一

千
六
百
三
十
円
、
二
年
七
組
…
…
九

千
三
百
三
十
九
円
、
三
年
四
組
…
：

三
千
七
百
二
＋
五
円
　
▽
内
藤
直
義

（
控
木
）
…
…
千
二
百
円
。

　
年
賀
状
は
2
2
日
ま
で
に

　
年
賀
状
は
、
二
十
二
日
ま
で
に
郵

便
番
号
を
は
っ
ぎ
り
書
き
、
差
し
出

し
は
、
　
「
市
内
あ
て
」
　
「
県
内
あ

て
」
「
県
外
あ
て
」
の
三
つ
に
分
け

て
出
す
。
　
　
　
（
十
口
町
郵
便
局
）

　
　
紙
を
大
切
に

　
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
紙
が
、
現
在
不
足
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
経
済
の
成
長
と
共
に
、

紙
の
使
用
量
が
年
々
増
え
て
い
る
の

に
対
し
て
、
紙
の
原
料
と
な
る
バ
ル

プ
用
の
原
木
が
世
界
的
に
不
足
し
て

い
る
こ
と
、
製
紙
工
場
の
新
増
設
が

そ
れ
ほ
ど
望
め
な
い
こ
と
な
ど
に
よ

り
ま
す
。

　
市
役
所
で
は
、
使
用
済
み
の
用
紙

の
裏
面
を
利
用
す
る
な
ど
紙
の
節
約

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
か

ら
新
た
に
古
紙
専
用
回
収
箱
を
庁
舎

内
に
設
置
し
、
古
紙
の
再
生
利
用
を

は
か
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
で
も
、

古
新
聞
、
古
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
屑
な

ど
の
用
済
み
紙
類
は
．
他
の
ゴ
、
、
、
と

分
け
て
、
再
生
用
に
回
し
た
い
も
の

で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
年
々
激
化
す
る
ゴ

ミ
戦
争
を
防
い
だ
り
、
ま
た
、
社
会

的
問
題
と
な
っ
て
い
る
産
業
公
害
の

抑
制
に
も
役
立
つ
の
で
す
。

　
と
い
う
の
は
、
原
木
か
ら
紙
を
生

産
す
る
場
合
に
比
べ
て
、
古
紙
を
再

生
す
る
場
合
の
排
水
は
汚
濁
量
が
少

な
く
、
用
水
量
も
約
半
分
ぐ
ら
い
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
な
の
で

す
。

　
　
ー
表
紙
の
こ
と
ば

　
　
長
い
冬
が
訪
れ
る
と
深
い
雪
に
と
ざ
さ
れ
る
山
間
部
で
は
、
冬
季
分
校
の
開

　
　
を
宗
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
し
も
十
二
月
一
日
か
ら
つ
ぎ
の
十
三
の
冬

　
　
｝
校
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
学
ん
で
い
る
。

　
　
　
真
は
大
池
小
学
校
津
池
冬
季
分
校
の
十
人
の
こ
ど
も
た
ち
』

　
　
大
池
小
津
池
、
飛
一
小
池
谷
、
上
田
原
、
名
ケ
山
小
中
平
、
下
条
小
塩
野
、

　
　
卜
組
小
慶
地
・
二
子
・
願
入
、
水
沢
小
南
雲
、
野
中
小
当
問
・
二
俣
口
、
馬

＝
場
小
市
之
沢
，
珠
田
の
冬
季
分
校

と
じ
戸
く
保
存
し
て
く
だ
さ
い
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